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〈研究ノート〉古代ローマ帝政期の水力用の製粉施設
―ローマ市の事例から―
反
　
田
　
実
　
樹
はじめに
　
膨
大
な
数
の
人
々
を
賄
う
た
め、
為
政
者
た
ち
が
安
定
的
な
供
給
に
配
慮
し
た
食
糧
の
一
つ
が
穀
物
で
あ
り、
中
で
も
小
麦
は
不
可
欠
な
食
糧
で
あ
っ
た
︶1
︵
。
古
代
ロ
ー
マ
の
人
々
は、
小
麦
を
臼
で
挽
い
て
粉
の
状
態
に
し、
粥
puls
や
パ
ン
panis
に
調
理
し
て
食
し
て
い
た
︶2
︵
。
海
路
や
陸
路
で
ロ
ー
マ
市
内
に
輸
送
さ
れ
て
き
た
小
麦
が、
消
費
地
で
あ
る
ロ
ー
マ
市
で
粉
に
加
工
さ
れ
て
い
た
こ
と
は、
ロ
ー
マ
市
内
で
発
見
さ
れ
て
い
る
製
粉
施
設
の
遺
構
や
石
臼
の
破
片
よ
り
明
ら
か
で
あ
る。
そ
し
て、
製
粉
や
パ
ン
焼
き
が
行
な
わ
れ
た
場
所
の
立
地
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
は、
ロ
ー
マ
市
外
か
ら
市
内
へ
小
麦
が
流
入
す
る
経
路
や
ロ
ー
マ
市
内
で
の
小
麦
粉
や
パ
ン
の
分
配
を
考
え
る
上
で
有
益
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る。
ま
た
製
粉
と
製
パ
ン
に
関
連
す
る
遺
構
や
史
料
か
ら、
都
市
空
間
の
中
に
お
け
る
製
粉
業や製パン業の在り方を考察することができよう。　
ロ
ー
マ
市
で
は、
水
力
用
の
製
粉
施
設
の
遺
構
が
二
カ
所
で
発
掘
さ
れ
て
お
り、
他
に
も
水
力
用
の
製
粉
機
の
石
臼
の
破
片
が
発
見
さ
れている。
その一方で、
ローマ市の近郊に位置するオスティ
ア
遺
跡
で
は、
畜
力
用
の
製
粉
機
が
主
に
使
用
さ
れ
て
い
た
︶3
︵
。
ま
た
ロ
ー
マ
市
で
も、
畜
力
用
の
製
粉
機
の
使
用
を
示
唆
す
る
遺
物
が
発
見されている。
さらに、
紀元前一世紀に建立されたエウリュ
サ
ケ
ス
の
墓︵
図
１
の
●
︶
の
浮
彫
に
は、
製
粉
か
ら
パ
ン
焼
き
ま
で
の
工
程
が
表
現
さ
れ
て
い
る
︶4
︵
︵
以
下、
図
１
は
表
１
と
併
せ
て
参
照
︶。
こ
の
浮
彫
に
描
か
れ
た
製
粉
の
場
面
で
は、
家
畜
が
石
臼
を
回
転
さ
せ
る
動
力
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り、
水
力
用
の
製
粉
機
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い。
こ
の
よ
う
に、
ロ
ー
マ
市
で
は
畜
力
用
の
製
古代ローマ帝政期の水力用の製粉施設（反田）
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図１　古代ローマ市の製粉施設 （F. Coarelli, Roma, （Roma-Bari, 2008） の地図を一部加
筆・修正し、文末註の末尾に記した文献のデータを用いて図１と表１を作成した。
併せて表１参照）
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表
１
 ロ
ー
マ
市
の
製
粉
施
設
に
関
連
す
る
遺
構
、
遺
物
の
発
見
地
点
※
図
１
、
２
の
地
図
は
、
F
. C
oarelli, R
om
a
, （
R
om
a-B
ari, 2008）
よ
り
引
用
し
、
一
部
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
。
図
３
～
１
２
の
出
典
は
、
文
末
註
の
書
誌
情
報
を
参
照
。
表
１
と
本
文
中
の
ラ
テ
ン
語
（
斜
字
体
で
表
記
）
の
地
名
は
、S. B
. P
latner （
com
pleted and revised by T
h. A
shby）, A
 T
opographical D
ictionary of A
ncient R
om
e
, （
L
ondon, 1929） に
従
っ
た
。
斜
字
体
に
せ
ず
表
記
し
た
地
名
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
あ
る
。
古代ローマ帝政期の水力用の製粉施設（反田）
六九
粉
機
が
使
用
さ
れ
て
い
た
場
所
も
あ
る
こ
と
か
ら、
水
力
用
の
製
粉
機の導入には一定の条件があったと考えられる。　
そ
こ
で、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
報
告
を
基
に
帝
政
期
の
ロ
ー
マ
市
の
水
力
用
の
製
粉
機
に
関
す
る
情
報
を
整
理
し
た
上
で、
な
ぜ
ロ
ー
マ
市
で
は
水
力
用
の
製
粉
機
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
た
の
か、
立
地
と
条
件
に
つ
い
て
考
察
す
る。
以
下
で
は、
水
力
用
の
製
粉
施
設
を
扱
う
こ
と
か
ら、
動
力
資
源
と
し
て
の
水
力
に
も
着
目
し
つ
つ、
帝
政
期
の
ロ
ー
マ
市
の
製
粉
業
の
特
徴
に
つ
い
て
分
析したい。
第一章
　
研究史
　
第一節
　
製粉、製パン業に関する用語
　
本
節
で
は、
研
究
史
に
つ
い
て
論
じ
る
前
に、
本
稿
で
使
用
す
る
用語について簡潔に説明しておく。　
小
麦
を
粉
に
す
る
作
業
を
行
な
う
製
粉
施
設
は、
ラ
テ
ン
語
で
pistrinum
︵
複
数
形
pistrina ︶
と
呼
称
さ
れ
る。
帝
政
期
に
は
pistrina
と
い
う
言
葉
は、
製
粉
施
設
だ
け
で
な
く
製
パ
ン
所
を
も
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
︶5
︵
。
ポ
ン
ペ
イ
遺
跡
や
オ
ス
テ
ィ
ア
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に、
隣
接
し
た
場
所
で
製
粉
と
製
パ
ン
の
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
た
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
︶6
︵
、
製
粉
所
と
製
パ
ン
所
を
異
な
る
言
葉
で
呼
び
分
け
て
い
な
か
っ
た
状
況
が
窺
い
知
れ
る。
作
業
空
間
だ
け
で
な
く、
製
粉
と
製
パ
ン
の
作
業
が
完
全
に
分
業
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
様
子
が、
一
世紀の詩人マルティアリスの
﹃寸鉄詩﹄
に見出される。
﹃寸
鉄
詩
﹄
の
中
で
マ
ル
テ
ィ
ア
リ
ス
は、
製
粉
業
に
も
製
パ
ン
業
に
も
従
事
す
る
人
物
を
登
場
さ
せ、
pistor ︵
複
数
形
pistores ︶
と
表
現
している
︶7
︵
。
　
pistrina
の
一
部
を
為
す
設
備
で
あ
る
石
臼
は、
m
ola ︵
複
数
形
m
olae
で製粉機を意味する場合もある︶
と呼ばれた。
M
olae
は、
上
下
の
二
つ
の
石
臼
で
構
成
さ
れ、
﹃
学
説
彙
纂
﹄
第
三
三
巻
第
七
章
第
一
八
法
文
第
五
節
で
は、
上
臼
catillus
と
下
臼
m
eta
に
分
類
さ
れ
て
い
る
︶8
︵
。
さ
ら
に、
古
代
ロ
ー
マ
で
使
用
さ
れ
て
い
た
石
臼
は、
動
力
に
よ
っ
て
主
に
三
種
類
に
大
別
で
き
る。
す
な
わ
ち、
人
力
用、
畜
力
用、
そ
し
て
水
力
用
で
あ
る。
三
〇
一
年
に
発
布
さ
れた﹃ディオクレティアヌス帝の最高価格令﹄には、
馬用、
ロ
バ
用、
水
力
用、
手
回
し
用
の
石
臼
の
最
高
価
格
が
記
さ
れ
て
い
る
︶9
︵
。
四
世
紀
初
頭
に
は、
動
力
が
異
な
る
三
種
類
の
石
臼
が
共
存
し
ていたことを示す事例である
︶₁₀
︵
。
　
第二節
 先行研究と問題の所在
　
古
代
の
製
粉
施
設
に
関
す
る
学
問
m
olinology
は、
一
九
三
〇
年
代
に
ギ
リ
シ
ア
の
ア
テ
ネ
︶₁₁
︵
と
フ
ラ
ン
ス
の
バ
ル
ブ
ガ
ル︵
現
在
の
ア
法政史学
　
第八十四号
七〇
ル
ル
近
郊
︶
︶₁₂
︵
で
相
次
い
で
行
な
わ
れ
た
製
粉
施
設
の
調
査
を
契
機
に
発展してきた
︶₁₃
︵
。
　
一
九
三
七
年
と
一
九
三
九
年
に
バ
ル
ブ
ガ
ル
の
遺
跡
の
調
査
が
行
な
わ
れ、
そ
の
成
果
は、
ブ
ノ
ワ
F. B
enoit に
よ
っ
て
一
九
四
〇
年に刊行された
︶₁₄
︵
。一九九二年にアムレティ
M
.-C
. A
m
ouretti
が
指
摘
し
て
い
る
が
︶₁₅
︵
、
一
九
七
〇
年
代
に
バ
ル
ブ
ガ
ル
の
製
粉
施
設
の
緊
急
発
掘
が
行
な
わ
れ
る
ま
で、
一
九
三
五
年
の
ブ
ロ
ッ
ク
M
. 
B
loch
の
論
文
は
︶₁₆
︵
、
バ
ル
ブ
ガ
ル
の
遺
跡
の
解
釈
に
一
定
の
影
響
力
を持っていた。ブロックは、文明
la civilization
の伝播と水
力用の製粉機の普及を重ねて捉え、
古代から中世にかけて、
ギ
リ
シ
ア・
ロ
ー
マ
を
中
心
と
す
る
地
中
海
周
辺
の
地
域
か
ら
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
製
粉
機
が
普
及
し、
技
術
が
発
達
し
て
い
く
と
考
え
た
︶₁₇
︵
。
ブ
ロ
ッ
ク
は、
水
力
用
の
製
粉
機
の
普
及
を
文
明
の
象
徴
と
見
做
し
た
の
で
あ
る。
そ
れ
ゆ
え
ブ
ロ
ッ
ク
は、
五
〇
〇
年
頃
の
ガ
リ
ア
地
方︵
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
を
含
む
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
一
部
︶
に
お
い
て、
水
力
用
の
製
粉
機
は、
依
然
と
し
て
古代の特殊な事例であったと論じている
︶₁₈
︵
 。
　
史
料
の
み
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
は、
﹃
テ
オ
ドシウス法典﹄
やプルデンティウスの
﹃シュンマクス駁論﹄
に
基
づ
き、
ロ
ー
マ
市
に
水
力
用
の
製
粉
施
設
が
出
現
す
る
の
は、
四
世
紀
半
ば
と
推
測
す
る
︶₁₉
︵
。
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
め
ロ
ー
マ
市
の
製
粉
施
設
を
扱
っ
た
先
行
研
究
で
は、
製
粉
機
を
動
か
す
技
術
の
変
化
に
着
目
し、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
将
軍
ベ
リ
サ
リ
オ
ス
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
市
内
の
水
道
が
封
鎖
さ
れ
た
五
三
七
年
を、
ロ
ー
マ
市
が
古
代
か
ら
中
世へと移り変わる画期として位置付けてきた
︶₂₀
︵
。
このように、
六
世
紀
前
半
の
ロ
ー
マ
市
の
状
況
に
言
及
す
る
史
料
が、
バ
ル
ブ
ガ
ル
の
遺
跡
を
古
代
の
特
殊
な
事
例
と
見
做
す
解
釈
に
影
響
を
与
え
て
き
た
と
い
え
る。
だ
が、
バ
ル
ブ
ガ
ル
の
製
粉
施
設
に
直
接
言
及
し
た古代の史料はない。二〇〇六年のルボー
Ph. Leveau
の論
考
を
見
る
限
り、
一
九
九
〇
年
以
降
の
発
掘
調
査
で
は、
史
料
の
記
述
と
切
り
離
し
て
遺
構
の
年
代
や
性
格
を
解
釈
す
る
傾
向
が
出
て
き
て
い
る
︶₂₁
︵
。
他
方
で、
ロ
ー
マ
市
の
製
粉
施
設
を
扱
っ
た
一
九
八
〇
～
二
〇
〇
〇
年
代
の
研
究
で
は、
バ
ル
ブ
ガ
ル
と
は
異
な
り、
ブ
ロ
ッ
ク
が
一
九
三
五
年
の
論
文
で
参
照
し
た
諸
史
料
の
記
述
を
重
視
し、
遺
構
の
変
化
と
関
連
づ
け
て
解
釈
を
行
な
う
傾
向
が
み
ら
れ
る。
と
り
わ
け
ヤ
ニ
ク
ル
ム
丘
の
製
粉
施
設
に
関
し
て
は、
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
や
プ
ル
デ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
著
作
の
中
で
言
及
し
て
い
る
た
め、
そ
れ
らの記述を無視することができない状況にある。　
ロ
ー
マ
市
で
は、
一
八
三
〇
年
代
後
半
に
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
六
世︵
在
位
一
八
三
一
～
一
八
四
六
年
︶
に
よ
っ
て、
古
代
の
遺
物
へ
の
関
心
か
ら
マ
ジ
ョ
ー
レ
門
付
近
の
発
掘
が
行
な
わ
れ
た
︶₂₂
︵
。
そ
の
後、
ロ
ー
マ
市
の
古
代
の
製
粉
施
設
に
関
す
る
調
査
は
断
続
的
に
古代ローマ帝政期の水力用の製粉施設（反田）
七一
な
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、
過
去
の
調
査
の
成
果
が
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
公
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
は、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
な
る。
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
が、
シ
ョ
ア
ラ
ー
Th. 
Schiøler とヴィカンデル
Ö
. W
ikander によるカラカラ浴場の
中
の
製
粉
施
設
の
調
査
で
あ
る。
ま
た、
考
古
学
の
調
査
の
事
例
が
少
な
か
っ
た
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
の
先
行
研
究
で
は、
遺
構
の
建
設
年
代
と
廃
棄
年
代
へ
の
関
心
が
低
く、
そ
れ
ゆ
え
製
粉
施
設
が
使
用
さ
れ
て
い
た
期
間
や
遺
構
の
漸
次
的
な
変
化
が
十
分
に
検
証
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
︶₂₃
︵
。
次
章
で
は、
そ
の
問
題
点
を
踏
ま
え
つ
つ、
一
九
八
〇
年
以
降
に
ロ
ー
マ
市
で
調
査
さ
れ
た
製
粉
施
設
の遺構の年代や解釈の根拠について検証していく。
第二章
　
カラカラ浴場（図１の■１）
　
第一節
　
調査の概要
　
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
の
調
査
は、
一
九
〇
一
年、
一
九
一
二
年、
一
九
三
八
～
三
九
年、
一
九
八
〇
年
に
行
な
わ
れ
た
︶₂₄
︵
。
そ
の
う
ち、
一
九
一
二
年
と
一
九
八
〇
年
の
調
査
が
製
粉
施
設
に
関
連
し
て
い
る。　
一
九
〇
一
年
に
は、
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
の
中
庭
の
下
の
通
路
と
部
屋
の体系的な発掘調査が行なわれた
︶₂₅
︵
。
そして、
地下に通信ネッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
す
た
め、
一
九
一
二
年
に
引
き
続
き
調
査
が
行
な
わ
れ、
そ
し
て、
一
九
三
八
年
と
一
九
三
九
年
の
発
掘
で
調
査
は
終
了
し
た。
一
連
の
調
査
で
製
粉
施
設
が
発
見
さ
れ
た
の
は、
一
九
一
二
年
の
こ
と
で
あ
る。
し
か
し
発
掘
当
初
は、
古
代
の
製
粉
施
設
に
関
する研究が進んでおらず、
その発見は過少評価されていた。
一
九
一
二
年
の
発
掘
調
査
で
は
報
告
書
が
公
式
に
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず、
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
た
簡
略
な
紹
介
を
除
い
て、
そ
れ
以
降
も
遺
物
や
遺
構
に
つ
い
て
継
続
的
な
研
究
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た。
さ
ら
に、
当
時
は
根
拠
な
く、
﹁
中
世
の
﹂
水
力
用
の
製
粉機であると解釈されていた
︶₂₆
︵
。
　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で、
一
九
八
〇
年
に
製
粉
施
設
の
測
量、
一
九
八
一
年
に
遺
物
の
研
究
が
行
な
わ
れ、
シ
ョ
ア
ラ
ー
と
ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル
に
よ
っ
て、
ま
と
ま
っ
た
調
査
記
録
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︶₂₇
︵
。
彼
ら
の
調
査
の
目
的
は、
遺
構
を
測
量
し
た
上
で、
製
粉
施
設
の
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た。
彼
ら
の
調
査
区
の
位
置
は、
図
２、
図
３
で
示
し
た。
図
４
は
水
車
の
輪
と
軸
と
歯
車
が
設
置
さ
れ
て
い
た
状
況
を
復
元
し
た
図
で、
図
５
は
製
粉
施
設
の
構
造
を
記
録
し
た
図
で
あ
る。
図
６
は
水
力
用
の
製
粉
機
が
設
置
さ
れ
て
い
た
状
況
を
復
元
し
た
図
で
あ
る。
こ
の
調
査
で
空
間
A
rea I と
名
付
け
ら
れ
た
場
所
に
は、
二
つ
の
水
車
の
輪
が
設
置
さ
れ
た
と
考
え
られている
︵図６︶
。そして空間
A
rea II と空間
A
rea III には、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
歯
車
が
設
置
さ
れ、
歯
車
の
中
心
部
と
そ
れ
ぞ
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図２　カラカラ浴場 （Coarelli, 2008, p. 429 より転載、一部加筆・修正）
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図３　カラカラ浴場の水力用の製粉機 （Schiøler and Wikander, 1983, p. 48 より
転載、一部加筆・修正）
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図４　復元平面図 （Schiøler and Wikander, 1983, p. 52 より
転載、一部加筆・修正）
図５　製粉施設の構造 （Schiøler and Wikander, 1983, p. 50 より
転載、一部加筆・修正）
図６　空間Area I ～ III の復元図 （Wikander, 2000, p. 376 より転載、
一部加筆・修正）
法政史学
　
第八十四号
七四
れ
の
水
車
の
輪
の
中
心
部
を
繋
ぐ
軸
が、
両
者
を
連
動
さ
せ
て
い
た
︵図４、図６︶
。上射式
overshot type
と呼ばれる、水車の輪
の
上
か
ら
水
を
掛
け
流
し
て
動
か
す
タ
イ
プ
の
製
粉
機
で
あ
る。
輪
の
直
径
は、
一
・
九
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
二・
一
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
収まると推定さ ている
︶₂₈
︵
。
　
第二節
　
遺構の年代
　
空
間
A
rea V ︵
図
５︶
に
は、
未
発
掘
の
土
が
残
さ
れ
て
い
た。
他
の
空
間
に
も
遺
物
を
含
む
土
は
堆
積
し
て
い
た
よ
う
だ
が、
一
九
一
二
年
の
発
掘
調
査
で
掘
り
返
さ
れ
た
土
が
混
ざ
っ
て
い
る
撹
乱
層
の
た
め、
製
粉
施
設
の
年
代
を
決
め
る
た
め
の
資
料
と
し
て
使
用
で
き
な
い。
そ
の
た
め、
A
rea V
か
ら
出
た
資
料
が、
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
の
製
粉
施
設
の
年
代
を
考
え
る
上
で
基
礎
資
料
に
な
っ
て
い
る
︶₂₉
︵
。
第一期
 カラカラ浴場の建設
　
アントニニアナ水道
Aqua Antoniniana
が敷設される前は、
製
粉
機
の
動
力
と
な
る
水
が
十
分
に
供
給
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら、
水
力
用
の
製
粉
施
設
の
築
造
は、
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
が
建
設
さ
れ
た
年
代
よ
り
も
後
と
考
え
ら
れ
て
い
る。
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
の
建
設
は
二
一
二
年
に
始
ま
り、
二
一
六
年
に
カ
ラ
カ
ラ
帝︵
在
位二一一～二一七年︶によって奉献式が行なわれた。第二期
 カラカラ浴場の柱廊の増築
 
　
浴
室
の
あ
る
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
の
中
心
部
の
施
設
は、
建
物
を
形
作
る
大
き
な
煉
瓦
の
ほ
ぼ
全
て
に
刻
印
が
施
さ
れ
て
い
る
︶₃₀
︵
︵
図
２︶
。
そ
の
一
方
で、
中
心
部
の
施
設
を
取
り
囲
む
柱
廊
の
壁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
煉
瓦
と、
そ
の
柱
廊
に
隣
接
す
る
建
物
で、
地
下
室
に
水
力
用
の
製
粉
施
設
が
あ
る
建
物
の
壁
の
煉
瓦
に
は
刻
印
が
な
い。
そ
の
こ
と
か
ら、
シ
ョ
ア
ラ
ー
と
ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル
は、
柱
廊
は
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
が
カ
ラ
カ
ラ
帝
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
時
期
と
は
別
の
時
期
に
帰
属
す
る
と
判
断
し
た。
カ
ラ
カ
ラ
帝
よ
り
も
後
の
時
代
の
ヘ
リ
オ
ガ
バ
ル
ス
帝︵
在
位
二
一
六
～
二
二
二
年
︶
や
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル・
セ
ウ
ェ
ル
ス
帝︵
在
位
二
二
二
～
二
三
五
年
︶
に
関
す
る﹃
ロ
ー
マ
皇
帝
群
像
︶₃₁
︵
﹄
の
記
述
は、
彼
ら
の
判
断
を
補
強
す
る
史
料
に
な
っ
て
いる
︶₃₂
︵
。
第三期
　
製粉機の廃棄、火災
　
また水力用の製粉機の遺構が発見された
A
rea I 、II 、III ︵図
５︶
の
近
く
で
は、
水
力
用
の
製
粉
施
設
が
設
置
さ
れ
る
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
石
臼
の
破
片
と
思
わ
れ
る
石
が、
A
rea V
を
囲
む
壁
ｍ
の
底
部
で
発
見
さ
れ
た︵
図
５︶
。
こ
の
石
臼
の
破
片
は、
壁
ｍ
が
古代ローマ帝政期の水力用の製粉施設（反田）
七五
建
て
ら
れ
る
前
に
破
壊
さ
れ
た
建
物︵
製
粉
施
設
︶
に
関
連
す
る
遺
物と考えられている
︶₃₃
︵
。また、
A
rea  V から出土した土器の中に、
炭
化
物
で
黒
く
な
っ
た
土
器
が
三
点
含
ま
れ
て
い
た
︶₃₄
︵
。
こ
れ
ら
の
土
器
は、
壁
ｍ
の
建
設
前
に
破
壊
さ
れ
た
壁
に
伴
う
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る。
つ
ま
り、
三
世
紀
の
半
ば
か、
そ
の
直
後
に、
製
粉
施
設
は火による破壊を受けたということになる。　
A
rea V
か
ら
出
土
し
た
資
料
で、
一
九
八
三
年
の
論
文
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
土
器
資
料
は
計
二
六
点
で、
う
ち
一
四
点
は
使
用
さ
れ
て
い
た
期
間
が
一
〇
〇
年
以
内
の
精
度
で
判
明
し
て
い
る。
シ
ョ
ア
ラ
ー
と
ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル
は、
こ
れ
ら
の
土
器
を
二
つ
の
時
期
に
分
け
て
い
る
︶₃₅
︵
。
本
稿
で
は、
彼
ら
が
土
器
を
用
い
て
分
け
た
二
つ
の
時
期
を、
便
宜
上、
前
期
と
後
期
と
呼
ぶ。
前
期
の
土
器
は、
一
五
〇
年
～
二
五
〇
／
二
七
五
年
の
間
に
収
ま
る
も
の
で、
七
点
報
告
さ
れ
て
い
る。
後
期
の
土
器
は、
二
七
五
／
三
〇
〇
年
～
四
〇
〇
／
四
二
〇
年
の
間
に
収
ま
る
も
の
で、
七
点
報
告
さ
れ
て
い
る。
し
か
し、
一
九
八
三
年
の
論
文
に
は
土
器
が
出
土
し
た
状
況
が
詳
述
さ
れ
て
お
ら
ず、
A
rea V
内
の
層
の
堆
積
の
順
序
を
考
慮
し
た
上
で
時
期
を
区
分したのか疑問が残る。
もし彼らが、
A
rea V
を埋めていた
堆
積
の
順
序
に
従
っ
て
層
ご
と
に
遺
物
を
取
り
上
げ
た
の
で
は
な
く、
A
rea V
内の遺物をひとまとめにして取り上げた後で遺
物
の
年
代
を
区
分
し
て
い
た
と
し
た
ら、
彼
ら
は
史
料
に
記
さ
れ
た
製
粉
施
設
の
火
災
や
再
建
の
時
期
が
画
期
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に、
出土した遺物を大きく二つの群に分けた可能性がある。第四期
　
製粉施設の再建
　
製粉施設の再建時期に関しては、
﹃三五四年の年代記﹄
に、
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
帝
が
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
の
焼
け
た
柱
廊
を
建
て
直
し
た
こ
と
に
言
及
す
る
箇
所
が
あ
る
︶₃₆
︵
。
シ
ョ
ア
ラ
ー
と
ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル
は、
こ
の
史
料
で
言
及
さ
れ
て
い
る
柱
廊
porticus
が、
中
庭
の
周
囲
に
巡
ら
さ
れ
て
い
た
柱
廊
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
︶₃₇
︵
 ︵
図
２︶
。
ま
た
製
粉
施
設
の
壁
は、
詳
細
な
年
代
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
要
素
は
な
い
も
の
の、
三
世
紀
も
し
く
は
四
世
紀
に
帰
属
す
る
可
能性が高
い
︶₃₈
︵
。
さ
ら
に
彼
ら
は
、
A
rea  V
か
ら
出
た
二
つ
の
ガ
ラ
ス
の
破
片
を
、
製
粉
施
設
の
壁
が
造
ら
れ
た
年
代
を
考
察
す
る
上
で
補
強
資
料
と
し
て
用
い
て
い
る。
こ
れ
ら
の
ガ
ラ
ス
の
破
片
と
同
じ
装
飾
の
も
の
が、
三
～
四
世
紀
の
間
の
資
料
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る。
彼
ら
は、
﹃
三
五
四
年
の
年
代
記
﹄
の
記
述
と
遺
物
が
示
す
年
代
を
基
に、
製
粉
施
設
は
二
七
五
～
三
〇
〇
年
頃
に
再
建
さ
れたと考えている
︶₃₉
︵
。
第五期
　
製粉施設の廃棄
　
製
粉
施
設
が
廃
棄
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は、
シ
ョ
ア
ラ
ー
と
法政史学
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七六
ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル
は、
一
九
八
三
年
の
論
文
で
厳
密
に
年
代
を
特
定
し
て
い
な
い。
A
rea V
か
ら
出
た
土
器
群
で
年
代
が
特
定
で
き
る
資
料
は、
一
五
〇
年
か
ら
最
も
遅
く
て
四
二
〇
年
ま
で
の
年
代
幅
に
収
ま
る
こ
と
か
ら、
こ
の
年
代
以
降、
製
粉
施
設
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︶₄₀
︵
。
す
な
わ
ち、
五
世
紀
に
は
製
粉
施
設
が
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い。
ま
た、
A
rea V
か
ら
出
土
し
た
土
器
が
遅
く
と
も
五
世
紀
ま
で
の
年
代
に
収
ま
る
こ
と
か
ら、
ベ
リ
サ
リ
オ
ス
が
ロ
ー
マ
市
内
の
水
道
を
封
鎖
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
六
世
紀
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ、
五
世
紀
に
は
す
で
に、
製
粉
施
設
の
重
要
性
は
失
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ。
そ
の
原
因
と
し
て、
シ
ョ
ア
ラ
ー
と
ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル
は、
浴
場
を
訪
れ
る
人
の
数
が
減
少
し
た
可
能
性
を
挙
げ
て
いる
︶₄₁
︵
。
第六期
　
テオドリック王によるカラカラ浴場の修復
　
煉
瓦
の
刻
印
か
ら、
テ
オ
ド
リ
ッ
ク
王︵
在
位
四
七
一
～
五
二
六
年
︶
治
下
に
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
の
修
復
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
ている
︶₄₂
︵
。
　
第三節
　
製粉施設の遺構の解釈
　
製
粉
施
設
が
浴
場
の
近
く
に
設
置
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て、
シ
ョ
ア
ラ
ー
と
ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る。
﹁
挽
か
れ
た
小
麦
粉
の
輸
送
は
穀
物
の
輸
送
よ
り
は
る
か
に
困
難
な
こ
と
で
あ
り、
出
来
る
限
り
避
け
ら
れ
て
い
た。
製
粉
機
の
位
置
は
考
え
ら
れ
る
限
り
で
最
も
適
切
な
場
所
で
あ
っ
た。
す
な
わ
ち、
地
下
室
に
置
か
れ
て
お
り、
浴
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
水
を
利
用
で
き
た。
ま
た
柱
廊
の
北
壁
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
の
で、
穀
物
を
北
壁
の
エ
ク
セ
ド
ラ
の
北
西
に
あ
る
そ
の
地
下
室
へ、
地
階
面
に
あ
る
専
用
の
入
口
を
通
っ
て
直
に
運
び
込
む
こ
と
が
で
き
た
︶₄₃
︵
﹂。
一
度
製
粉
し
た
小
麦
は
長
距
離
輸
送
が
困
難
な
こ
と
か
ら、
彼
ら
は、
小
麦
粉
が
製
粉
施
設
の
近
隣
に
あ
る
製
パ
ン
所
に
運
ば
れ
て
パ
ン
に
加
工
さ
れ
た
後、
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
を
訪
れ
る
人
々
に
配
給
あ
る
い
は
販
売
さ
れ
た
と考えている
︶₄₄
︵
。
　
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
の
事
例
の
よ
う
に、
浴
場
の
排
水
を
利
用
し
て
製
粉
す
る
こ
と
は
稀
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ。
﹃
農
業
書
︶₄₅
︵
﹄
を
著
し
た
パ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
は、
浴
場
の
排
水
を
利
用
し
て、
﹁
家
畜
と
人
間
の
苦
役
な
し
に
﹂
製
粉
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
︶₄₆
︵
。
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
へ
の
給
水
は、
ア
ン
ト
ニ
ニ
ア
ナ
水
道
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
た。
浴
場
は
水
力
用
の
製
粉
機
を
設
置
す
る
上
で
好
都
合
な
立
地
の
一
つ
で
あったといえる。
古代ローマ帝政期の水力用の製粉施設（反田）
七七
第三章
　
ヤニクルム丘（図１の■２）
　
第一節
　
調査の概要
　
本
章
で
は、
ヤ
ニ
ク
ル
ム
丘
の
メ
デ
ィ
チ
通
り
V
ia G
iacom
o 
M
edici 沿
い
に
あ
っ
た
製
粉
施
設
に
つ
い
て
見
て
い
く︵
図
７︶
。
こ
の
地
点
は、
二
〇
一
五
年
現
在、
ア
メ
リ
カ
ン・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る。
メ
デ
ィ
チ
通
り
の
製
粉
施
設
の
遺
構
は、
イ
タ
リ
ア
の
上
院
議
員
で
あ
っ
た
ラ
ン
チ
ャ
ー
ニ
R
. Lanciani が
一
八
八
六
年
に
描
い
た
と
さ
れ
る
遺
跡
の
平
面
図
に
記
録
さ
れ
て
い
る。
ラ
ン
チ
ャ
ー
ニ
に
よ
っ
て
記
録
が
作
成
さ
れ
た
頃、
ヤ
ニ
ク
ル
ム
丘
の
開
発
が
始
ま
っ
た。
そ
の
後、
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
一
三
年の間に、メディチ通りとマシナ通り
V
ia A
ngelo M
asina
の
間
の
場
所
に、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
ン・
ア
カ
デ
ミ
ー
が
建
設
さ
れ
た。アメリカン
・
アカデミー周辺の製粉施設の発掘調査は、
二〇世紀前半にヴァン・ビューレン
A
. W
. Van B
uren
とス
ティーヴンズ
G
. P. Stevens
によって、一九九〇～一九九一
年
に
ベ
ル
M
. B
ell, III に
よ
っ
て
、一
九
九
八
～
一
九
九
九
年
に
ウ
ィ
ルソン
A
. I. W
ilson
によって断続的に行なわれてきた
︶₄₇
︵
。
　
こ
の
製
粉
施
設
で
は、
水
を
引
き
込
む
溝
渠
の
真
上
に
水
車
の
輪
が
設
置
さ
れ︵
図
８︶
、
輪
の
中
心
に
通
さ
れ
た
横
軸
が
歯
車
と
水
車
の
輪
を
繋
い
で
い
た。
そ
し
て、
歯
車
か
ら
上
に
垂
直
に
伸
び
る
軸が石臼に繋がり石臼が回る仕組みであった。　
ベ
ル
の
調
査
で
は、
水
車
の
歯
車
が
設
置
さ
れ
た
穴
が
一
つ
と、
水
車
の
輪
と
歯
車
を
繋
ぐ
軸
を
固
定
す
る
た
め
の
大
理
石
を
加
工
し
た
軸
受
が
二
つ、
発
見
さ
れ
て
い
る︵
図
９︶
。
ま
た、
南
側
に
造
ら
れ
た
溝
渠
の
床
底
は、
北
側
の
溝
渠
の
床
底
よ
り
も
一
メ
ー
ト
ル
高い位置に造られていた
︶₄₈
︵
。
　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
復
元
に
よ
る
と、
北
側
の
製
粉
施
設
に
水
を
引
き
込
む
溝
渠
に
は、
三
つ
も
し
く
は
多
く
て
四
つ
の
水
車
の
輪
が
存
在
した
︶₄₉
︵
。ベルの復元によると、
輪の幅は一
・六五メートル程、
直
径
は
二・
三
メ
ー
ト
ル
程、
そ
れ
ぞ
れ
の
輪
の
中
心
か
ら
中
心
ま
で
の
距
離
は
二・
六
メ
ー
ト
ル
程
と
推
定
さ
れ
て
い
る
︶₅₀
︵
。
そ
の
一
方
で、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
南
側
の
溝
渠
に
は
水
車
の
輪
が
一
つ
だ
け
設
置
さ
れ、
水
車
の
輪
の
直
径
は
三・
二
メ
ー
ト
ル
か
ら
三・
八
メ
ー
ト
ル
程
だ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
︶₅₁
︵
。
ま
た
メ
デ
ィ
チ
通
り
の
水
力
用
の製粉機は、
上から水を掛けて水車を回す上射式ではなく、
水
路
の
傾
斜
を
利
用
し
て
水
車
の
下
を
流
れ
る
水
で
水
車
を
回
す
下
射式
undershot type
であった。
　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
自
身
の
発
掘
調
査
の
成
果
と
併
せ
て
先
行
研
究
を
再
検
討
し
た
上
で、
遺
構
の
変
化
に
つ
い
て
時
期
ご
と
に
整
理
し
て
い
る。
次
節
で
は、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
提
示
し
た
遺
構
の
年
代
に
つ
い
て見ていく。
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図７　メディチ通りの製粉施設 （Bell, 1994, p. 86 より転載、一部加筆・修正）
図８　1990 年代の調査区（Wilson, 2000, p. 224 より転載、一部加筆・修正）
図９　水車の輪が設置された北側の溝渠 （Bell, 1994, p. 76 より転載、一部加筆・
修正）
古代ローマ帝政期の水力用の製粉施設（反田）
七九
　
第二節
　
遺構の年代
第一期
　
水路の建設
　
古
代
の
ヤ
ニ
ク
ル
ム
丘
の
上
に
は、
ア
ル
シ
エ
テ
ィ
ナ
水
道
Aqua Alsietina ︵
別
名
ア
ウ
グ
ス
タ
Augusta
︶₅₂
︵
︶
と
ト
ラ
ヤ
ナ
水
道
Aqua Traiana
が敷設されていた。
ウィルソンは、
アメリカン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
下
を
走
る
こ
の
水
路
を
ト
ラ
ヤ
ナ
水
道
と
す
る
こ
と
は
妥
当
か、
発
掘
調
査
を
通
じ
て
水
道
建
設
時
の
裏
込
め
の
土
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
年
代︵
一
～
二
世
紀
︶
を
基
に
検
証
し、
一
〇
九
年に完成したトラヤナ水道であると結論づけた
︶₅₃
︵
。
第二期
　
製粉施設の設置
　
ト
ラ
ヤ
ナ
水
道
が
建
設
さ
れ
た
後、
ト
ラ
ヤ
ナ
水
道
の
両
脇
に
製
粉
機
が
設
置
さ
れ
た︵
図
８︶
。
製
粉
施
設
が
設
置
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て、
ベ
ル
は、
製
粉
施
設
の
基
礎
築
造
時
の
土
か
ら
遺
物
の
中
で、
最
も
時
期
の
遅
い
土
器
片
が
三
世
紀
前
半
の
年
代
に
帰
属
す
る
こ
と
か
ら、
製
粉
施
設
は
三
世
紀
の
間
に
設
置
さ
れ
た
と
考
え
た
︶₅₄
︵
。
だ
が
ベ
ル
の
論
文
で
は、
製
粉
施
設
が
設
置
さ
れ
た
時
期
を
知
る
手
掛
か
り
は、
こ
の
土
器
片
以
外
に
示
さ
れ
て
い
な
い。
そ
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
も、
自
身
が
担
当
し
た
調
査
区
で
は
製
粉
施
設
の
建
物
の
基
礎
を
造
る
際
に
掘
っ
て
埋
め
た
土
か
ら
遺
物
が
出
な
か
っ
た
た
め、
ベルの提示した年代を採用している
︶₅₅
︵
。
　
製
粉
施
設
が
設
置
さ
れ
た
年
代
を
知
る
手
掛
か
り
の
一
つ
に、
六
世紀のビザンツ帝国の歴史家プロコピオスが残した
﹃戦史﹄
が
あ
る。
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
は、
ロ
ー
マ
市
に
壁
が
建
設
さ
れ
始
め
た
頃、
テ
ヴ
ェ
レ
川
を
越
え
た
場
所︵
西
側
︶
に
あ
る
丘
に、
す
な
わ
ち
ヤ
ニ
ク
ル
ム
丘
の
上
に
製
粉
施
設
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る。
ト
ラ
ス
テ
ヴ
ェ
レ
地
区
に
建
設
さ
れ
た
市
壁
は
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
市
壁
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら、
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
は、
市
壁
の
建
設
が
始
ま
っ
た
二
七
一
年
頃
の
状
況
に
言
及
し
て
い
る
と
考
え
ら
れる。
﹁
そ
し
て
そ
の
場
所
の
向
い
側、
テ
ヴ
ェ
レ
川
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
が、
巨
大
な
丘
の
頂
に
相
当
す
る。
そ
の
場
所
に
は
古
の
時
代
に
都
市
の
す
べ
て
の
製
粉
施
設
が
造
ら
れ
て
い
た。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
場
所
で
は
実
際
に
丘
の
頂
に
運
ば
れ
て
き
た
大
量
の
水
が
水
道
を
通
っ
て
そ
の
場
所
か
ら、
大
き
な
力
を
伴
い
つ
つ
斜
面
に
向
か
っ
て
行
く
の
で
あ
る。
そ
れ
ゆ
え
に
古
の
ロ
ー
マ
人
た
ち
は
す
で
に
丘
の
頂
と
下
方
に
あ
る
そ
の
川
の
土
手
に
市
壁
を
築
く
と
い
う
判
断
を
下
し
た。
市
壁
に
幸
運
に
も
区
画
さ
れ
て
い
た
の
で、
敵
が
侵
入
し
て
製
粉
施
設
を
破
壊
す
る
こ
と
や、
川
を
容
易
に
渡
河
す
る
こ
と
が
決
し
て
で
き
な
かったからかもしれない
︶₅₆
︵
﹂。
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八〇
　
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
市
壁
は、
ロ
ー
マ
人
と
異
民
族
と
の
戦
闘
が
多
発
す
る
中
で、
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
帝︵
在
位
二
七
〇
～
二
七
五
年
︶
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た。
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
の
記
述
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に、
メ
デ
ィ
チ
通
り
の
製
粉
施
設
の
他
に
も、
ヤ
ニ
ク
ル
ム
丘
の
水
道
沿
い
に
製
粉
施
設
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
示
唆
し
て
い
る
︶₅₇
︵
。
ベ
ル
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
調査区では、
アウレリアヌス市壁が残っていなかったため、
メ
デ
ィ
チ
通
り
の
製
粉
施
設
が
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
市
壁
よ
り
後
に
造
ら
れ
た
の
か、
前
に
造
ら
れ
た
の
か、
層
位
的
に
検
証
す
る
こ
と
は
不可能であった。第三期
　
製粉施設の廃棄
　
水
車
の
歯
車
が
設
置
さ
れ
た
長
方
形
の
穴
は、
土
器
や
屋
根
瓦、
石
臼
の
破
片
を
含
む
堆
積
物
で
埋
め
ら
れ
て
い
た。
図
９
は、
堆
積
物
を
取
り
除
い
た
状
態
の
写
真
で
あ
る。
こ
の
堆
積
物
は、
後
世
の
撹
乱
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら、
製
粉
施
設
が
廃
棄
さ
れ
た
年
代
を
決
定
す
る
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る。
ベ
ル
は
こ
の
穴
か
ら
出
土
し
た
土
器
と
ラ
ン
プ
を
基
に、
製
粉
施
設
が
廃
棄
さ
れ
た
時
期
を
四
〇
〇
年
頃
と
考
え
て
い
る
︶₅₈
︵
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
も
ベ
ル
が
提
示
し
た年代を採用している
︶₅₉
︵
。
　
ま
た
北
側
の
溝
渠
の
床
面
か
ら
は、
三
枚
の
ヌ
ン
ム
ス
num
m
us
貨
が
出
土
し
た。
そ
の
う
ち
一
枚
の
み
判
読
が
可
能
で、
リ
キ
メ
ル
将軍の頭文字の刻印のある、
リビウス
・
セウェルス帝がロー
マ
市
で
発
行
し
た
硬
貨︵
四
六
一
～
四
六
七
年
頃
︶
で
あ
っ
た。
ベ
ル
は、
徐
々
に
製
粉
施
設
が
廃
棄
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
ている
︶₆₀
︵
。ウィルソンは、リビウス
・
セウェルス帝の硬貨を、
少
な
く
と
も
四
六
〇
年
代
ま
で
溝
渠
に
水
が
流
れ
続
け
て
い
た
可
能
性を示唆する資料として扱っている
︶₆₁
︵
。
第四期
　
製粉施設の改築
　
や
が
て、
ト
ラ
ヤ
ナ
水
道
か
ら
水
を
取
り
込
ん
で
い
た
北
側
と
南
側
の
溝
渠
の
入
口
が
封
鎖
さ
れ
る。
こ
の
封
鎖
に
よ
っ
て、
水
は
ト
ラ
ヤ
ナ
水
道
だ
け
に
注
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
ま
た
建
物
が
改
築
さ
れ、
新
た
に
壁
が
付
加
さ
れ
た。
改
築
さ
れ
た
後
の
遺
構
に
つ
い
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
壁
は
水
路
へ
の
落
下
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で、
ト
ラ
ヤ
ナ
水
道
を
流
れ
る
水
を
汲
み
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
で
あったと解釈している
︶₆₂
︵
。
第五期
　
トラヤナ水道の封鎖
　
ト
ラ
ヤ
ナ
水
道
の
中
は、
壊
れ
た
床
材
の
塊
や
壊
れ
た
大
理
石
製
の
窓
格
子、
同
じ
く
大
理
石
製
の
ヘ
ル
メ
ス
柱
像
な
ど
剥
ぎ
取
ら
れ
た
建
築
材
Spolia
で
埋
め
ら
れ
て
い
た。
こ
の
堆
積
物
か
ら
出
土
し
古代ローマ帝政期の水力用の製粉施設（反田）
八一
た
最
も
時
期
の
遅
い
土
器
の
年
代
は、
五
世
紀
末
～
六
世
紀
初
頭
で
あ
る。
そ
の
た
め、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
五
世
紀
末
～
六
世
紀
初
頭
に
トラヤナ水道は埋められたと考えている
︶₆₃
︵
。
　
ト
ラ
ヤ
ナ
水
道
が
埋
め
ら
れ
た
動
機
に
つ
い
て、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
一
つ
の
解
釈
で
あ
る
と
前
置
き
し
つ
つ、
ロ
ー
マ
市
内
の
水
道
の
遮
断
に
言
及
す
る
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
の
記
述
に
関
連
づ
け
て、
こ
の
よ
う
な
堆
積
状
況
は、
計
画
的
で
な
い
急
を
要
す
る
事
態
に
対
応
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
と
類
推
し
て
い
る
︶₆₄
︵
。
ロ
ー
マ
市
内
の
水
道
は、
五
三
七
年
に
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
将
軍
ベ
リ
サ
リ
オ
ス
が
ロ
ー
マ
市
内
に
立
て
こ
も
り
ゴ
ー
ト
人
と
闘
っ
た
時
に
破
壊
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
ている。
﹁
と
は
い
え、
彼
は︵
ベ
リ
サ
リ
オ
ス
は
︶
待
機
し
て
い
た
歩
兵
隊
の
長
た
ち
に、
残
り
の︹
門
を
πύλας ︵
補
い
︶︺
入
念
に
見
張
る
よ
う
命
じ
た。
そ
し
て
各
水
道
を、
で
き
る
限
り
安
全
に
建
築
材
で
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
塞
い
だ。
何
者
か
が
外
側
か
ら
そ
の
場
所
に
や
っ
て
き
て
害
を
為
せ
な
い
よ
う
に
と
︶₆₅
︵
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に、
諸
水
道
が
分
断
さ
れ
た
後、
水
が
製
粉
機
を
動
か
す
こ
と
は
も
は
や
な
く、
そ
の
場
所
で
何
ら
か
の
動
物
た
ち
が
そ
れ︵
製
粉
機
︶
自
体
を
動
か
す
こ
と
は
絶
対
に
な
い
こ
と
を
私
は
悟
っ
た。
攻
囲
の
最
中
に
あ
っ
て、
い
ず
れ
に
せ
よ、
彼
ら︵
ロ
ー
マ
人
た
ち
︶
に
は、
ほ
ぼ
全
て
の
食
糧
の
充
足
を
可
能
に
す
る
強
力
な
馬
た
ち
が
全
く
足
り
な
か
っ
た
の
で、ベリサリオスは次のようなものを考案した
︶₆₆
︵
﹂。
　
ベ
ル
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に、
六
世
紀
に
は
メ
デ
ィ
チ
通
り
の
製
粉
施
設
は、
す
で
に
廃
棄
さ
れ
て
い
た。
つ
ま
り、
ベ
リ
サ
リ
オ
ス
が
水
道
を
封
鎖
し
た
た
め
に
稼
働
し
な
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
水
力
用
の
製
粉
機
は、
メ
デ
ィ
チ
通
り
の
製
粉
施
設
の
製
粉
機
を
指
す
わ
け
で
は
な
い。
そ
の
上
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
ベ
リ
サ
リ
オ
ス
が
封
鎖
し
た
水
道
の
中
に、
自
身
の
調
査
区のトラヤナ水道が含まれる可能性もあると考えている。第六期
　
中世以降
　
六
世
紀
以
降
は、
中
世
後
期
か
近
世
以
降
の
一
点
の
土
器
片
を
除
き、
一九 紀から二〇世紀の遺物が大半を占めることから、
中
世
の
ヤ
ニ
ク
ル
ム
丘
は
居
住
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
︶₆₇
︵
。
一
六
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
は、
主
に
果
樹
園
と
し
て土地利用されていたことが絵図より分かっている
︶₆₈
︵
。
　
第三節
　
遺構の解釈
　
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
の
伝
え
る
情
報
の
信
憑
性
を、
残
存
す
る
遺
構
や
遺
物
か
ら
裏
付
け
る
こ
と
は
難
し
い。
し
か
し、
古
代
の
ヤ
ニ
ク
ル
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ム
丘
の
製
粉
施
設
に
つ
い
て
は、
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
の﹃
戦
史
﹄
の
記
述
が
最
も
詳
細
で
あ
る。
と
り
わ
け、
製
粉
施
設
が
稼
働
し
て
い
た
期
間︵
第
二
期
～
第
三
期
の
間
︶
と、
ト
ラ
ヤ
ナ
水
道
が
封
鎖
さ
れ
た
時
期︵
第
五
期
︶
の
状
況
を
考
え
る
上
で、
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
の
記
述は有効である。　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
壁
の
外
の
製
粉
施
設
の
構
造
物
や
水
道
沿
い
で
発
見
さ
れ
た
水
力
用
の
製
粉
施
設
と
お
ぼ
し
き
遺
構
に
も
着
目
し
て
お
り、
こ
れ
ら
は、
ヴ
ァ
ン・
ビ
ュ
ー
レ
ン
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
が
調
査、
報
告
し
た
遺
構
で
あ
る
︶₆₉
︵
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
の
記
述
を
重
視
し
た
上
で、
も
し
そ
れ
ら
が
本
当
に
製
粉
施
設
の
遺
構
で
あ
る
な
ら
ば、
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
市
壁
が
建
設
さ
れ
始
め
た
二
七
一
年
に
は
壁
の
外
の
製
粉
施
設
は
廃
棄
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
︶₇₀
︵
。
ま
た、
四
〇
〇
年
頃
ま
で
に
メ
デ
ィ
チ
通
り
の
製
粉
施
設
は
廃
棄
さ
れ
た
が、
ヤ
ニ
ク
ル
ム
丘
で
は
五
世
紀
後
半
に
依
然
と
し
て
製
粉
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
碑
文
が
発
見
さ
れ
て
い
る
︶₇₁
︵
。
第
五
期
に
水
道
が
封
鎖
さ
れ、
そ
の
後、
生
活
の
痕
跡
を
示
す
遺
物
が
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
中
世
以
降、
人
々
の
生
活
の
場
が
ヤ
ニ
ク
ル
ム
丘
の
上
か
ら
下
の
方
へ
と
移
動
し、
丘
の
下
方
の
地
域
の
開
発
が
進
む
こ
と
に
な
っ
たと考えている
︶₇₂
︵
。
　
立
地
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
ト
ラ
ヤ
ナ
水
道
と
ア
ル
シ
エ
テ
ィ
ナ
水
道
と
い
う
二
本
の
水
道
が
敷
設
さ
れ
た
ヤ
ニ
ク
ル
ム
丘
は
、
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
丘
の
斜
面
の
傾
き
を
活
か
し
て
水
を
流
し
、
水
を
動
力
と
し
て
利
用
す
る
製
粉
施
設
を
造
る
上
で
好
都
合
な
立
地
条
件
を
備
え
て
い
た
と
い
え
る
。
ト
ラ
ヤ
ナ
水
道
の
水
を
直
接
引
き
込
む
こ
と
の
で
き
た
メ
デ
ィ
チ
通
り
の
製
粉
施
設
は
、
自
然
の
地
形
を
利
用
し
て
い
る
点
で
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
の
製
粉
施
設
と
は
異
な
る
も
の
の
、
ロ
ー
マ
市
内
に
水
を
供
給
す
る
水
道
の
水
を
巧
み
に
利
用
し
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
第四章
　
パラティヌス丘（図１の■３）
　
製
粉
機
の
石
臼
m
olae
は、
発
掘
調
査
時
に
製
粉
施
設
の
遺
構
に
伴
う
状
態
で
発
見
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
資
料
で
あ
る。
石
臼
は、
製
粉
施
設
で
使
用
さ
れ
た
後
に
廃
棄
も
し
く
は
再
利
用
さ
れ
る
場
合
や、
廃
棄
さ
れ
た
後、
後
世
に
別
の
場
所
に
移
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
ため、この点に注意する必要がある。　
第一節
　
調査の概要
　
パ
ラ
テ
ィ
ヌ
ス
丘
の
発
掘
調
査
で
は、
破
損
し
た
水
力
用
の
石
臼
の
破
片
を
廃
棄
も
し
く
は
再
利
用
し
た
床
面
が
発
見
さ
れ
た
︶₇₃
︵
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
石
臼
の
床
面
が
発
見
さ
れ
た
地
点
を
考
慮
し
て、
パ
ラ
テ
ィ
ヌ
ス
丘
の
西
側
も
し
く
は
北
側
の
斜
面
に
水
力
用
の
製
粉
施
設
古代ローマ帝政期の水力用の製粉施設（反田）
八三
が存在した可能性を示唆している
︶₇₄
︵
。
　
二
〇
〇
三
年
の
論
文
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
完
形
と
破
片
を
合
わ
せ
て計四七点の石臼を分析した。
ウィルソンが分析したのは、
全
て
平
坦
な
形
状
を
呈
す
る
水
力
用
の
石
臼
で
あ
る
︶₇₅
︵
。
図
10の
Ａ
地
点
の
区
画
Sector17
の
部
屋
R
oom
14
で
は、
舗
石
の
床
面
の
遺
構
を
形
成
す
る
完
形
の
石
臼
六
点、
破
片
の
石
臼
二
七
点
の
計
三
三
点
の
資
料
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
扱
っ
て
い
る︵
図
11︶。
完
形
の
石
臼
は
全
て
上
臼
で
あ
っ
た。
破
片
の
石
臼
の
構
成
は、
上
臼
九
点、
上
臼
と思われるもの六点、
下臼三点、
下臼と思われるもの三点、
不
明
三
点
で
あ
る
︶₇₆
︵
。
こ
れ
ら
の
舗
石
の
床
の
上
に
堆
積
し
て
い
た
後
世
の
瓦
礫
の
中
か
ら
は、
さ
ら
に
三
点
の
石
臼
の
破
片
が
出
土
し、
全
て
上
臼
で
あ
っ
た
︶₇₇
︵
。
他
に
も
区
画
Sector12
の
別
の
部
屋
R
oom
に、
五
点
の
石
臼
の
破
片
が
存
在
し
て
い
た
︶₇₈
︵
。
Ｂ
地
点
で
は、
完
形
の
上
臼
一
点
と
破
損
し
た
上
臼
六
点
が
発
見
さ
れ
て
い
る
︶₇₉
︵
。
さ
ら
に
ウィルソンは
、サンタ・マリア・アンティクア
Santa M
aria 
A
ntiqua
教
会︵
図
10の
範
囲
外
︶
の
前
の
中
庭
で
は、
下
臼
二
点
の
破
片
を
発
見
し
た。
石
臼
が
も
と
も
と
あ
っ
た
場
所
は
不
明
で
あ
る。
近
隣
の
発
掘
調
査
の
際
に
出
土
し、
現
在
地
に
移
動
さ
れ
た
可
能
性
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
示
唆
し
て
い
る
︶₈₀
︵
。
ま
た、
ウ
ェ
ス
タ
の
家
Atrium
 Vestae
と
聖
な
る
道
Sacra Via
の
間
で
は、
発
掘
調
査
時
に、
二
点
の
上
臼
の
破
片
が
近
現
代
の
撹
乱
層
の
中
か
ら
出
土
し
て
いる
︶₈₁
︵
。
 
Ｂ
地
点
で
は
完
形
の
石
臼
と
破
片
を
合
わ
せ
て
計
五
点
が
床
を
舗
装
す
る
た
め
に
再
利
用
さ
れ、
Ｃ
地
点
で
は
完
形
の
石
臼
一
点
が
排
水溝のマンホールとして再利用されていた
︶₈₂
︵
。
　
第二節
　
遺構の年代
　
新通り
N
ova Via
に沿ったＡ地点の発掘調査で、石臼の床
面
が
発
見
さ
れ
た︵
図
11︶。
そ
の
石
臼
の
下
層
に
は、
化
粧
張
り
が
施
さ
れ
た
別
の
床
面
が
残
っ
て
い
た。
石
臼
が
堆
積
す
る
層
と
化
粧
張
り
が
施
さ
れ
た
床
面
の
間
か
ら
出
て
き
た
遺
物
の
分
析
か
ら、
石
臼
の
床
面
が
形
成
さ
れ
た
時
期
は、
三
五
〇
～
五
〇
〇
年
頃
の
間
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︶₈₃
︵
。
石
臼
の
直
下
の
床
面
の
遺
物
に
は
六
世
紀
の
土
器
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た。
石
臼
が
製
粉
施
設
で
使
用
さ
れ
て
い
た
時
期
は、
廃
棄
あ
る
い
は
再
利
用
の
前
に
な
る。
つ
ま
り、
こ
れ
ら
の
石
臼
を
使
用
し
た
製
粉
施
設
の
時
期
は、
四
世
紀
半
ば
か
ら
五
世
紀
末
よ
り
前
の
時
期
に
な
る。
石
臼
直
下
の
床
面
の
遺
物
に
六
世
紀
の
土
器
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は、
ゴ
ー
ト
人
に
ロ
ー
マ
市
が
攻
囲
さ
れ
た
五
三
七
年
よ
り
前
に
廃
棄
さ
れ
た
石
臼
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
ロ
ー
マ
市
の
人
口
が
減
少した結果、製粉施設が廃棄されたと推測している
︶₈₄
︵
。
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図 10　パラティヌス丘の石臼発見地点 （Wilson, 2003, p. 86 より転載、一部
加筆・修正）
図 11　石臼でできた床面（A 地点） （Wilson, 2003, p. 89 より転載、一部加筆・
修正、南から撮影）
図 12　カシリナ通りの舗石 （Rea, 2004, p. 69 より転載、北から撮影）
古代ローマ帝政期の水力用の製粉施設（反田）
八五
　
第三節
　
遺構の解釈
　
Ａ
地
点
の
床
面
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
石
臼
は、
新
通
り
の
店
舗
tabernae
の
活
動
に
関
連
す
る
と、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
考
え
て
い
る
︶₈₅
︵
。
製
粉
施
設
本
体
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
製
粉
施
設
の
あ
っ
た
場
所
を
Ａ
地
点
の
す
ぐ
西
側
の﹁
ギ
リ
シ
ア
階
段
Scalae G
raecae ﹂
と
す
る
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
︶₈₆
︵
。
ギ
リ
シ
ア
階
段
が
あ
る
場
所
は、
お
そ
ら
く
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝︵
在
位
一
一
七
～
一
三
八
年
︶
治
下
に
建
設
さ
れ
た
排
水
路
が
急
に
傾
斜
す
る
地
形
に
な
っ
て
い
る
た
め、
丘
の
急
峻
な
斜
面
を
利
用
し
た
上
射
式
の
水
力
用
の
製
粉
機
を
設
置
す
る
の
に
適
し
て
い
る
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
指
摘する
︶₈₇
︵
。
　
ま
た
帝
政
期
の
初
頭
に
は
マ
ル
キ
ア
水
道
Aqua M
arcia
と
ユ
リ
ア水道
Aqua Julia
が、これらに加えて、一世紀中期～後期
以降には、クラウディア水道
Aqua C
laudia
と新アニオ水道
Anio N
ovus ︶₈₈
︵
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
水
道
の
支
流
で
あ
る
カ
エ
リ
モ
ン
タ
ニ
水
道
橋
Arcus C
aelim
ontani ︵
別
名
ネ
ロ
ニ
ア
ニ
水
道
橋
Arcus 
N
eroniani ︶
が、
パ
ラ
テ
ィ
ヌ
ス
丘
に
水
を
供
給
し
て
い
た
︶₈₉
︵
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
五
三
七
年
の
ゴ
ー
ト
人
に
よ
る
ロ
ー
マ
市
の
攻
囲
時
に
諸
水
道
が
遮
断
さ
れ
る
ま
で、
丘
に
は
水
が
潤
沢
に
供
給
さ
れ
て
い
たと考えている
︶₉₀
︵
。
第五章
　
マジョーレ門周辺
　
第一節
　
調査の概要
　
マ
ジ
ョ
ー
レ
門
Porta M
aggiore
は、
古
代
の
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ナ
門
Porta Prenestina
に
相
当
し、
後
世
の
度
重
な
る
改
築
を
経
て
現
在
の
姿
に
な
っ
た
︶₉₁
︵
。
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ナ
門
は、
古
代
の
プ
レ
ネ
ス
ティナ街道
Via Prenestina
とラビカナ街道
Via Labicana
の岐
点になっていた。　
一
八
三
九
年、
マ
ジ
ョ
ー
レ
門
付
近
で
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
六
世
の
事
業
の
一
環
と
し
て
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た。
調
査
を
監
督
したファブリス
G
. Fabris
とグリフィ
L. G
riﬁ
は、完形と欠
損
し
た
破
片
を
合
わ
せ
て
八
点
の
石
臼
を
発
見
し
た
と
教
皇
庁
の
カ
メ
ル
レ
ン
ゴ
C
am
erlengo
に
報
告
し
て
い
る
︶₉₂
︵
。
こ
れ
ら
の
石
臼
は
摩
耗
し
て
い
た
こ
と
か
ら、
製
粉
施
設
で
使
用
さ
れ
た
後、
部
屋
や
地
面
を
舗
装
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
と
フ
ァ
ブ
リ
ス
と
グ
リ
フ
ィ
は
記
し
て
い
る。
一
八
四
〇
年
に
は、
旅
行
者
の
ヘ
ッ
ド
G
. H
ead
が
三
～
四
点
の
製
粉
機
の
石
臼
を
マ
ジ
ョ
ー
レ
門
付
近
で
見
た
と
い
う
記
録
を
残
し
て
い
る
︶₉₃
︵
。
一
九
五
五
年
に
は、
エ
ウ
リ
ュ
サ
ケ
ス
の
墓
の
西
側
に
位
置
す
る
エ
レ
ニ
ア
ナ
通
り
V
ia Eleniana
で
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
た
発
掘
調
査
で
あ
っ
た。
コ
ー
ツ
=
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
R
. C
oates-Stephens
は、
法政史学
　
第八十四号
八六
未
刊
行
の
ま
ま
で
あ
っ
た
発
掘
調
査
時
の
平
面
図
と
写
真
を
論
文
に
掲
載
し
て
い
る
︶₉₄
︵
。
こ
の
調
査
で
は、
畜
力
用
の
石
臼
が
三
点、
平
坦
な
形
状
を
呈
す
る
水
力
用
の
石
臼
が
四
点
発
見
さ
れ
た︵
図
１
の
▲
VII ︶。
一
九
九
九
年、
コ
ー
ツ
=
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
は、
エ
ウ
リ
ュ
サ
ケ
ス
の
墓
を
囲
む
柵
の
内
側
で、
近
現
代
の
瓦
礫
の
中
か
ら
二
点
の
水
力
用
の
石
臼
の
破
片
と
︶₉₅
︵
、
マ
ジ
ョ
ー
レ
門
の
土
台
を
な
す
近
現
代
の
壁
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
た
一
点
の
上
臼
の
破
片
を
発
見
し
た
︶₉₆
︵
︵図１の▲
VIII ︶。
　
そ
し
て
二
〇
〇
一
年、
レ
ア
R
. R
ea
に
よ
る
現
代
の
カ
シ
リ
ナ
通
り
V
ia C
asilina
の
発
掘
調
査
時
に、
パ
ラ
テ
ィ
ヌ
ス
丘
と
類
似
し
た
状
況
で、
廃
棄
あ
る
い
は
再
利
用
さ
れ
た
凝
灰
岩
製
の
石
臼
の
床
面
が
発
見
さ
れ
た
︶₉₇
︵
︵
図
１
の
■
４︶
。
石
臼
の
床
面
が
発
見
さ
れ
た
場
所
は、
マ
ジ
ョ
ー
レ
門
の
南
側
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
あ
り、
古代のラビカナ街道の舗石の一部と考えられている
︵図
12︶。
　
第二節
　
遺構の年代
　
レ
ア
は、
図
１
の
■
４
の
石
臼
を
再
利
用
し
た
舗
石
の
道
の
時
期
を
五
世
紀
に
比
定
し
て
い
る。
マ
ジ
ョ
ー
レ
門
周
辺
で
は、
本
章
第
一
節
で
み
た
よ
う
に
畜
力
用
と
水
力
用
の
石
臼
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が︵
図
１
の
▲
VII 、
▲
VIII ︶、
そ
れ
ら
の
石
臼
の
年
代
は
厳
密
に
特定できない状況である。　
第三節
　
遺構の解釈
　
コ
ー
ツ
=
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
は、
一
九
五
五
年
の
調
査
時
に
ラ
ビ
カ
ノ
広
場
で
発
見
さ
れ
た
構
造
物
が
製
粉
施
設
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
︶₉₈
︵
。
水
槽
vasche 、
小
水
路
canali 、
貯
蔵
用
甕
dolia 、
そ
し
て
数
多
く
の
石
臼
が、
調
査
地
で
発
見
さ
れ
た
た
め
で
あ
る。
コ
ー
ツ
=
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
が
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
六
年
の
論
文
に
示
し
た
石
臼
の
発
見
場
所
は、
図
１
に
▲
I ～
▲
VIII で
位
置
を
示
し
た。
石
臼
が
使
用
さ
れ
て
い
た
時
期
や
廃
棄
さ
れ
た
時
期
は
不
確
か
な
も
の
の、
ロ
ー
マ
市
の
中
で
も
マ
ジ
ョ
ー
レ
門
に
近
い
場
所
か
ら
比
較
的
多
く
の
石
臼
が
発
見
さ
れ
て
い
る。
マ
ジ
ョ
ー
レ
門
周
辺
は、
門
の
す
ぐ
近
く
の
エ
レ
ニ
ア
ナ
通
り
の
発
掘
調
査
で
複
数
の
石
臼
が
発
見
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く、
古
代
の
ラ
ビ
カ
ナ
街
道
の
舗
石
に
再
利
用
さ
れ
た
石
臼
や
製
パ
ン
業
の
請
負
業
者
redem
ptor
エ
ウ
リ
ュ
サ
ケ
ス
の
墓
が
存
在
し、
製
粉
業
お
よ
び
製
パ
ン
業
者
pistores
の
墓
碑
が
複
数
見
つ
か
っ
て
い
る
地
区
で
あ
る。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と、
一
九
五
五
年
に
ラ
ビ
カ
ノ
広
場
で
発
見
さ
れ
た
構
造
物
を
製
粉
施
設
と
す
る
コ
ー
ツ
=
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
の
解
釈
は、
一
定
の
説得力を持つ。　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が、
平
坦
な
形
状
を
呈
す
る
水
力
用
の
製
古代ローマ帝政期の水力用の製粉施設（反田）
八七
粉
機
の
石
臼
の
存
在
で
あ
る。
コ
ー
ツ
=
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
は、
前
一
世
紀
の
テ
サ
ロ
ニ
カ
の
ア
ン
テ
ィ
パ
ト
ロ
ス
の
詩
に
水
力
用
の
製
粉
機
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら、
ロ
ー
マ
市
で
は
す
で
に
前
一
世
紀
に
水
力
用
の
製
粉
機
が
導
入
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
︶₉₉
︵
。
し
か
し、
コ
ー
ツ
=
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
が
注
に
引
用
し
て
示
し
て
い
る
二
〇
〇
二
年
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
論
文
は、
ロ
ー
マ
市
と
い
う
よ
り
は
地
中
海
世
界
の
他
の
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
た
し
か
に、
コ
ー
ツ
=
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に、
五
二
年
以
降
で
あ
れ
ば、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
―
新
ア
ニ
オ
水
道
の
敷
設
で
水
道
沿
い
の
製
粉
施
設
へ
の
給
水
が
可
能
と
な
り、
水
力
用
の
製
粉
機
が
マ
ジ
ョ
ー
レ
門
付
近
で
導
入
さ
れ
た
と
類
推することは不可能ではない
︶１００
︵
。
しかし現時点では、
エウリュ
サ
ケ
ス
の
墓
の
浮
彫︵
図
１
の
●
︶
に
は
水
力
用
の
製
粉
機
は
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と、
前
一
世
紀
に
水
力
用
の
製
粉
機
が
ロ
ー
マ
市
に
導
入
さ
れ
た
と
い
う
主
張
を
裏
付
け
る
資
料
は、
マ
ジ
ョ
ー
レ
門
付
近
で
は
見
当
た
ら
な
い。
仮
に
前
一
世
紀
に
水
力
用
の
製
粉
機
が
導
入
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば、
マ
ジ
ョ
ー
レ
門
付
近
よ
り
も
む
し
ろ、
す
で
に
水
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
た
マ
ル
キ
ア
水
道、
テ
プ
ラ
水
道、
ユ
リ
ア
水
道、
旧
ア
ニ
オ
水
道
沿
い
の
区
域
の
方
が
好適な条件を備えていただろう。
おわりに
　
急
峻
な
斜
面
や
人
工
的
に
運
ば
れ
て
き
た
水
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
地
上
の
利
点
は、
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
と
メ
デ
ィ
チ
通
り
の
二
カ
所
の
製
粉
施
設
と、
急
峻
な
斜
面
を
持
つ
パ
ラ
テ
ィ
ヌ
ス
丘
に
共
通
し
て
い
る。
製
粉
施
設
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
パ
ラ
テ
ィ
ヌ
ス
丘
の
資
料
を
除
い
て
も、
ロ
ー
マ
市
内
で
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
と
メ
デ
ィ
チ
通
り
の
水
力
用
の
製
粉
機
は、
三
世
紀
頃
に
設
置
さ
れ
た
と
近
年
の
研
究
で
は
考
え
ら
れ
て
い
る。
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
の
製
粉
施
設
は、
ま
ず
三
世
紀
前
半
～
三
世
紀
半
ば
ま
で
と、
再
建
後
の
三
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀
の
間
ま
で
稼
働
し
て
い
た。
メ
デ
ィ
チ
通
り
の
製
粉
施
設
は、
三
世
紀
前
半
～
四
世
紀
末
ま
で
稼
働
し
て
い
た。
ど
ち
ら
も
ブ
ロ
ッ
ク
が
提
示
し
た
四
世紀半ばより早 時期に設置されている。　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
市
壁
が
建
設
さ
れ
た
時
期
に
設
置
さ
れ
た
メ
デ
ィ
チ
通
り
沿
い
の
水
力
用
の
製
粉
施
設
は、
市
壁
の
中
に
配
置
さ
れ
た
と
考
え
た。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
指
摘
し
て
い
な
い
が、
火
災
後
に
再
建
さ
れ
た
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
の
製
粉
施
設
も
ま
た、
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
市
壁
の
内
側
に
位
置
し
て
い
る。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
判
断
が
正
し
け
れ
ば、
製
粉
施
設
を
市
壁
の
中
に
配
置
す
る
と
い
う
立
地
は、
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
が
述
べ
て
い
る
状
況
と
一
致
す
る。
ア
ウ
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レ
リ
ア
ヌ
ス
帝
以
降、
市
壁
の
内
側
に
配
置
さ
れ
た
製
粉
施
設
は、
都
市
の
食
糧
供
給
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
う
施
設
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う。
そ
こ
で
筆
者
は、
ロ
ー
マ
市
で
発
見
さ
れ
た
製
粉
施
設
と
石
臼
の
地
点
を
図
１
に
示
し、
そ
れ
ら
の
地
点
と
市
壁
と
の
位
置
関
係
を
考
察
し
た。
石
臼
が
発
見
さ
れ
た
経
緯
や、
石
臼
が
使
用
さ
れ
た
製
粉
施
設
の
場
所
が
分
か
ら
な
い
た
め、
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が、
古
代
の
市
門
の
す
ぐ
外
で
発
見
さ
れ
て
い
る
事
例
が
複
数
あ
り︵
図
１
の
▲
I 、
▲
II 、
▲
III ︶、
街
道
の
舗
石
と
し
て
再
利
用
さ
れている事例
︵図１の■４︶
もある。
これらの事例から、
ロー
マ
市
外
か
ら
市
内
へ
と
至
る
道
に
面
し
た
場
所
に、
製
粉
施
設
が
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る。
製
粉
施
設
が
市
壁
の
内
側
と
外
側
の
ど
ち
ら
に
位
置
す
る
か
と
い
う
問
題
も
重
要
で
は
あ
る
が、
人
や
家
畜、
物
資
の
搬
入
の
利
便
性
を
鑑
み
る
と、
市
門
の
近
く
で
発
見
された複数の石臼の事例を看過することはできない。　
ま
た
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
め
先
行
研
究
︶１０１
︵
で
は、
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
が﹃
戦
史
﹄
で
ロ
ー
マ
市
内
の
水
道
が
遮
断
さ
れ
た
と
伝
え
る
時
期
の
五
三
七
年
と
い
う
年
代
を、
舟
水
車
の
導
入
と
併
せ
て、
古
代
か
ら
中
世
へ
と
移
行
す
る
画
期
の
一
つ
と
捉
え
て
き
た。
そ
の
一
方
で、
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
と
メ
デ
ィ
チ
通
り
の
製
粉
施
設
が
ベ
リ
サ
リ
オ
ス
将
軍
に
よ
る
水
道
の
封
鎖
時
に
す
で
に
廃
棄
さ
れ
て
い
た
こ
と
は、
注
目
に
値
す
る。
シ
ョ
ア
ラ
ー
や
ヴ
ィ
カ
ン
デ
ル、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
と
メ
デ
ィ
チ
通
り
の
製
粉
施
設
の
廃
棄
を
ロ
ー
マ
市
の
人
口
の
減
少
と
結
び
つ
け
て
解
釈
し
て
お
り、
製
粉
施
設
の
廃
棄
を
史
料
に
残
る
事
件
と
無
理
に
関
連
づ
け
て
お
ら
ず、
穏
当
な
解
釈
といえる。　
以
上
の
こ
と
か
ら、
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
を
持
ち、
水
道
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
古
代
の
ロ
ー
マ
市
は、
水
力
用
の
製
粉
機
を
導
入
す
る
上
で、
格
好
の
立
地、
条
件
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た。
帝
政
期
に
ロ
ー
マ
市
内
の
水
道
網
が
整
備
さ
れ
て
い
く
中
で、
水
力
用
の
製
粉
機
の
需
要
は
増
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。とはいえ、
水力用の製粉機の設置に適さない場所では、
帝
政
期
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
畜
力
用
の
製
粉
機
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
ロ
ー
マ
市
で
は、
オ
ス
テ
ィ
ア
遺
跡
や
ポ
ン
ペ
イ
遺
跡
の
よ
う
に、
畜
力
用
の
製
粉
施
設
の
良
好
な
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い。
だ
が、
三
〇
一
年
に
発
布
さ
れ
た﹃
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝
の
最
高
価
格
令
﹄
に
は、
人
力、
畜
力、
水
力
の
異
な
る
動
力
を
用
い
た
石
臼
が
併
記
さ
れ
て
い
る。
水
力
用
の
製
粉
機
は、
水
道
網
の
整
備
と
併
せ
て
時
代
が
下
る
に
つ
れ、
徐
々
に
ロ
ー
マ
市
に
普
及
し
て
い
っ
た。
し
か
し、
水
道
が
通
ら
な
い
場
所
で
水
力
用
の
製
粉
機
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。
人
や
家
畜
に
重
労
働
を
強
い
る
こ
と
な
く
製
粉
を
可
能
に
し
た
水
力
用
の
製
粉
機
は、
設
置
で
き
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
た。
そ
の
た
め、
筆
者
は、
古代ローマ帝政期の水力用の製粉施設（反田）
八九
帝
政
期
の
ロ
ー
マ
市
で
は、
水
力
用
の
製
粉
機
が
畜
力
用
の
製
粉
機
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
と
い
う
よ
り
も、
地
形
や
利
用
で
き
る
動
力
の
性
質
に
合
わ
せ
て
製
粉
機
の
種
類
が
選
択
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
る。　
人
口
過
密
の
限
ら
れ
た
土
地
で
地
形
や
資
源
を
効
率
的
に
利
用
す
る
こ
と
で、
帝
政
期
の
ロ
ー
マ
市
で
は、
膨
大
な
数
の
人
々
に
小
麦
粉を用いた食べ物を提供することができたのである。
註︵
１︶  
共
和
政
期
に
つ
い
て
は、
宮
嵜
麻
子﹃
ロ
ー
マ
帝
国
の
食
糧
供
給
と政治﹄九州大学出版会、二〇一一年参照。
︵
２︶  
Plin., Naturalis Historia (= NH
), 18, 19, 83-84; 18, 20.
︵
３︶  
J. T. B
akker, (ed.), The M
ills-Bakeries of Ostia: Description and 
Interpretation, (A
m
sterdam
, 1999).
︵
４︶  
P. C
iancio R
ossetto, Il sepolcro del fornaio M
arco Virgilio 
Eurisace a Porta M
aggiore ( I monumenti romani),  (R
om
a, 1973), 
tav. X
X
V
I-X
X
X
V
II.
︵
５︶  
Seneca, Ad Licilium Epistulae M
orales, 90, 22-23: “D
einde non 
est contentus his artibus, sed in pistrinum
 sapientem
 sum
m
ittit. 
N
arrat enim
 quem
adm
odum
 rerum
 naturam
 im
itatus panem
 
coeperit facere. ” 邦訳は、
L. A
. セネカ︵大芝芳弘訳︶
﹃セネカ
哲
学
全
集
﹄
六、
岩
波
書
店、
二
〇
〇
六
年、
一
一
二
頁
よ
り
引
用。
﹁
さ
ら
に、
こ
れ
ら
の
技
仕
事
だ
け
で
は
満
足
せ
ず、
彼
は
賢
者
を
粉
挽
き
場︵
パ
ン
屋
︶
に
ま
で
追
い
や
っ
て
い
る。
つ
ま
り、
賢
者
が
い
か
に
自
然
界
を
模
倣
し
て
パ
ン
を
作
り
始
め
た
か
を
述
べ
て
い
る
のだ﹂
。
︵
６︶  
N
. M
onteix, Les lieux de métier: boutiques et ateliers 
d’Herculanum
,  (R
om
e, 2010), p. 165, ﬁg. 79. B
akker, The M
ills-
Bakeries, p. 40, ﬁg. 12a. これらは畜力用の製粉施設の事例で
あ
る。
ロ
ー
マ
市
に
お
い
て、
水
力
用
の
製
粉
施
設
と
製
パ
ン
の
作
業
が
行
な
わ
れ
た
空
間
の
位
置
関
係
が
分
か
る
事
例
は、
管
見
の
限
りでは見当たらない。
︵
７︶  
M
artialis, Epigrammaton liberi, 8, 16: “Pistor qui fueras diu, 
C
ypere, C
ausas nunc agis et ducena quaeris: sed consum
is et 
usque m
utuaris. A
 pistore, C
ypere, non recedis: Et panem
 facis et 
facis farinam
. ” ﹁お前さんは長く生きたね、パン屋のキュペロ
ス
よ！
今、
お
前
さ
ん
は
訴
訟
を
起
こ
し、
そ
し
て
二
〇
〇
万
セ
ス
テ
ル
テ
ィ
ウ
ス
を
稼
い
だ。
だ
が
お
前
さ
ん
は
散
財
し、
そ
し
て
さ
ら
に
借
金
を
す
る。
キ
ュ
ペ
ロ
ス
よ、
お
前
さ
ん
は
パ
ン
屋
か
ら
引
退しないのさ。パンも作るし小麦粉も作る﹂
。
︵
８︶  
Digesta Justiniani (= DJ), 33, 7, 18, 5: “Idem
 consultus de m
eta 
m
olenda ria respondit, si rusticis eius fundi operariis m
oleretur, 
eam
 quoque deberi. Est autem
 m
eta inferior pars m
olae, catillus 
superior. ” ﹁同法学者︵パウルス︶が、製粉用の下臼について
解
答
し
た。
も
し
そ
の
者
の
農
業
労
働
者
ら
に
よ
っ
て
製
粉
が
行
な
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九〇
わ
れ
る
な
ら
ば、
さ
ら
に
そ
れ
を︵
製
粉
用
の
下
臼
を
︶
与
え
ら
れ
る
べ
し。
と
こ
ろ
で
石
臼
の
下
部
は
円
錐
形
で、
上
部
は
鉢
形
で
あ
る﹂
。
︵
９︶  
M
. G
iacchero (a cura di), Edictum Diocletiani et Collegarum de 
pretiis rerum
　
venalium
, (G
enova, 1974), pp. 168-169. 第一五章
第
五
六
節
～
第
五
九
節。
﹁
ウ
マ
用
の
石
付
き
の
製
粉
機
に
一
五
〇
〇
デ
ナ
リ
ウ
ス。
ロ
バ
用
の
石
臼
に
一
二
五
〇
デ
ナ
リ
ウ
ス。
水
力
用
の
石
臼
に
二
〇
〇
〇
デ
ナ
リ
ウ
ス。
手
回
し
用
の
石
臼
に
二
五
〇
デ
ナ
リ
ウ
ス
﹂。
M
ola
は
単
数
形
で
石
臼
を
意
味
す
る
が、
第
五
六
節
で
は﹁
石
付
き
の
﹂
と
い
う
言
葉
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら、
mola
を
製
粉
機
と
訳
し
た。
製
粉
機
は、
厳
密
に
は
石
臼
だ
け
で
な
く、
上
臼
を
回
転
さ
せ
る
た
め
に
取
り
付
け
る
木
製
の
横
木
や
枠
木
等
の
部材からできている。ラテン語の碑文は
“56 D
[E] M
O
LIS / 
56a [M
]ola caballa[ri]a <cum
> lapidibus: m
ille q[ui]ngenti s / 57 
[M
ol]a asinalis: m
ille [duc]entis quinquaginta / 58 [M
ola] aquaria: 
duobu[s] m
ilibus / 59 M
ola m
anualis: ducen[ti]s quinquaginta ”
と
校訂されている。ギリシア語の碑文は、
“56 Π
Ε
Ρ
Ι Μ
Υ
Λ
Ω
Ν
 / 
56 a  μύλος καβαλλαρικὸς λίθινος: ,αφ
΄ / 57  μύλος ὀνικός: ,ασν΄ / 
58  μύλος ὑδραλετικός: ,β/ 59  χειρόμυλος: σν΄”
と校訂されてい
る。
︵
10︶  
C
f. M
.-C
. A
m
ouretti, “B
arbegal de lʼhistoire des fouilles à lʼ 
histoire des m
oulins ”, Provence Historique, Fascicule 167-168, 
(1992), pp. 135-150, esp. p. 145.
︵
11︶  
A
. W
. Parsons, “A
 R
om
an W
ater-M
ill in the A
thenian A
gora ”, 
Hesperia, vol. 5, no.1, (1936), pp. 70-90.
︵
12︶  
F. B
enoit, “L
ʼusine de m
eunerie hydraulique de B
arbegal (A
rles) 
”, Revue Archéologique, tom
e 15, (1940), pp. 19-80.
︵
13︶  
Th. Schiøler and Ö
. W
ikander, “A
 R
om
an W
aterm
ill in the 
B
aths of C
aracalla ”, Opuscula Romana, vol. 14, (1983), pp. 47-64, 
esp. p. 47.
︵
14︶ A
m
ouretti, “B
arbegal ”, p. 138. cf. 前掲註︵
12︶。
︵
15︶ ibid., pp. 139-140.
︵
16︶ M
. B
loch, “Avènem
ent et conquêtes du m
oulin a eau ”, Annales 
d'histoire économique et sociale, tom
e  7, no. 36, (1935), pp. 538-
563. 
ブ
ロ
ッ
ク
が
依
拠
し
た
古
代
と
中
世
の
ガ
リ
ア
に
お
け
る
水
力
用
の
製
粉
機
の
利
用
を
示
す
史
料
は、
B
loch, “Avènem
ent et 
conquêtes ”, p. 545, n. 1
参照。ブロックは、史料に現れる最
も
初
期
の
水
力
用
の
製
粉
機
の
事
例
を、
三
世
紀
の
ア
ウ
ソ
ニ
ウ
ス
A
usonius
の﹃
モ
ー
ゼ
ル
川
M
osella ﹄
v. 
362
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る︵
ブ
ロ
ッ
ク
は、
﹃
モ
ー
ゼ
ル
川
﹄
の
史
料
の
年
代
を
三
世
紀
と
記している。
C
f. S. H
ornblow
er and A
. Spaw
forth, The Oxford 
Classical Dictionay (= OCD
), (4
th ed.), (O
xford, 2012), p. 213
は、
﹃モーゼル川﹄を四世紀の著作とする︶
。
︵
17︶ B
loch, “Avènem
ent et conquêtes ”, pp. 540-541.
︵
18︶ ibid., p. 545.
︵
19︶ ibid., p. 545, n. 2. C
f. Codex Theodosianus (= CTh), 14, 5, 4. 
Prudentius, Contra Symmachum
, II, v. 950.
︵
20︶ ibid., p. 545. ローマ市の製粉施設に関する史料を用いて遺構
古代ローマ帝政期の水力用の製粉施設（反田）
九一
の
解
釈
を
行
な
っ
て
い
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は、
次
章
以
降
で
詳
しく見ていく。
︵
21︶ Ph. Leveau, “Les M
oulins de B
arbegal (1986-2006) ”, in: http://
w
w
w
.traianvs.net/, 2006, pp. 1-20. ︵二〇一五年五月アクセス︶
。
一
九
九
二
～
一
九
九
三
年
に
バ
ル
ブ
ガ
ル
の
製
粉
施
設
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た。
こ
の
調
査
で
は、
放
射
性
炭
素︵
C
14 ︶
年
代
測
定
法
と
土
器
の
編
年
を
組
み
合
わ
せ
て
製
粉
施
設
の
建
設
年
代
や
使
用
期
間
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
試
み
や、
石
臼
の
石
材
の
分
析
か
ら
産
地
を
同
定
す
る
な
ど、
理
化
学
的
な
手
法
を
採
用
し
つ
つ、
ブ
ノ
ワ
の
調
査
で
解
明
で
き
な
か
っ
た
課
題
の
解
決
を
試
み
て
い
る。
そ
れ
らの課題については、
A
m
ouretti, “B
arbegal ”, p. 138
参照。ア
ム
レ
テ
ィ
は、
穀
物
を
製
粉
施
設
の
中
へ
運
び
込
む
搬
入
口
の
位
置、
水
源
の
場
所、
製
粉
機
の
歯
車
の
構
造、
建
物
の
上
部
構
造
の
形
状、
そ
し
て
製
粉
施
設
の
建
設
年
代
と
使
用
期
間
の
年
代
を
課
題
と
し
て
挙げている。
︵
22︶  
R
. C
oates-Stephens, “U
n pistrinum
 tardo-repubblicano a Porta 
M
aggiore ”, 
R
endiconti 
della 
P
ontificia A
ccadem
ia 
R
om
ana 
di 
Archeologia, vol. 78, (2005-2006), pp. 473-498.
︵
23︶   
Leveau, “Les M
oulins de B
arbegal ”, pp. 10-13. ルボーは、水
道
か
ら
バ
ル
ブ
ガ
ル
の
製
粉
施
設
に
水
が
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期、
す
な
わ
ち
製
粉
施
設
の
建
設
年
代
を、
炭
化
物
を
含
む
層
の
分
析
と
出
土
し
た
硬
貨
の
年
代
よ
り、
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
朝
期
︵
一
三
八
～
一
九
二
年
︶
頃
と
推
測
し
て
い
る。
セ
ウ
ェ
ル
ス
朝
期
︵
一
九
三
～
二
三
五
年
︶
頃
に
な
る
と、
別
の
水
路
か
ら
も
製
粉
施
設
に
水
が
供
給
さ
れ
た。
廃
棄
年
代
に
関
し
て
は、
資
料
の
残
存
状
況
から、厳密に特定されていない。
B
enoit, “de B
arbegal ”, p. 63. 
ブ
ノ
ワ
は、
出
土
し
た
土
器
と
硬
貨
か
ら、
製
粉
施
設
が
三
世
紀
末
～
四
世
紀
の
建
造
物
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る。
ブ
ノ
ワ
は、
提
示
し
た
年
代
が
漸
次
的
に
変
化
す
る
遺
構
の
ど
の
段
階
に
当
た
る
の
か、
はっきりと述べていない。
︵
24︶  
以
下、
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
の
製
粉
施
設
に
つ
い
て
は、
Schiøler and 
W
ikander, “A
 R
om
an W
aterm
ill ”, pp. 47-64
参照。
︵
25︶  
ibid., pp. 47-49.
︵
26︶  
ibid., p. 48, n. 7: “una interessantissim
a m
ola m
edievale ad 
acqua ”.
︵
27︶  
ibid., p. 49, n. 12. C
f. S. B
. Platner, (com
pleted and revised 
by Th. A
shby), A Topographical Dictionary of Ancient Rome, 
(London, 1929), pp. 520-524
を除き、
一九八〇年代より前に
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
の
製
粉
施
設
を
扱
っ
た
文
献
は、
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
っ
た。
︵
28︶  
Schiøler and W
ikander, “A
 R
om
an W
aterm
ill ”, p. 53.
︵
29︶  
ibid., p. 60.
︵
30︶  
ibid., p. 62, n. 29.
︵
31︶  
史
料
に
関
す
る
説
明
は、
南
川
高
志﹁
﹃
ロ
ー
マ
皇
帝
群
像
﹄
訳
出
に
あ
た
っ
て
﹂﹃
ロ
ー
マ
皇
帝
群
像
﹄
一、
京
都
大
学
出
版
会、
二〇〇四年、
i-xvi 頁参照。
︵
32︶  
Historia Augusta (= HA), H
eliog. 17, 9. 邦訳は、アエリウス・
ラ
ン
プ
リ
デ
ィ
ウ
ス︵
井
上
文
則
訳
︶﹁
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス・
ヘ
リ
オ
法政史学
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九二
ガ
バ
ル
ス
の
生
涯
﹂﹃
ロ
ー
マ
皇
帝
群
像
﹄
二、
京
都
大
学
出
版
会、
二
〇
〇
六
年、
三
一
二
～
三
一
三
頁
よ
り
引
用。
﹁
セ
ウ
ェ
ル
ス
の
息
子
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス︹
カ
ラ
カ
ラ
︺
が
奉
献
し、
自
ら
入
浴
し、
ま
た
人
々
に
開
放
し
た
の
で
あ
る
が、
し
か
し
柱
廊
を
欠
い
て
お
り
sed 
porticus defuerant 、柱廊はこの後にこの偽のアントニヌス
︹ヘ
リ
オ
ガ
バ
ル
ス
︺
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
に
よ
っ
て完成させられたのである﹂
。
 HA, A
lex, Sev. 25, 6. 邦訳は、
ア
エ
リ
ウ
ス・
ラ
ン
プ
リ
デ
ィ
ウ
ス︵
桑
山
由
文
訳
︶﹁
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル・
セ
ウ
ェ
ル
ス
の
生
涯
﹂﹃
ロ
ー
マ
皇
帝
群
像
﹄
三、
京
都
大
学
出版会、
二〇〇九年、
四三頁より引用。
﹁アレクサンデルは、
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス・
カ
ラ
カ
ル
ス︹
カ
ラ
カ
ラ
帝
︺
の
浴
場
に
注
廊
を
つけ加え
A
ntonini C
aracalli therm
as additis porticibus 、意匠を
こらして完成させた﹂
。
︵
33︶  
Schiøler and W
ikander, “A
 R
om
an W
aterm
ill ”, p. 62. f).
︵
34︶  
ibid., p. 62, g).
︵
35︶  
ibid., p. 62, h).
︵
36︶  
ibid., p. 63, n. 37.  Chronographus anni 354, fol. 65v: “porticus 
term
arum
 A
ntoniniarum
 arserunt et fabricatum
 est. ” ﹁アントニヌ
スの浴場の柱廊は燃えて、そして、建てられた﹂
。
︵
37︶  
Schiøler and W
ikander, “A
 R
om
an W
aterm
ill ”, p. 63, nn. 36, 37. 
︵
38︶  
ibid., p. 62.
︵
39︶  
ibid., p. 63.
︵
40︶  
ibid., p. 62.
︵
41︶  
ibid., p. 64.
︵
42︶  
ibid., p. 62, n. 40. C
f. Platner, A Topographical, p. 521
が史料
として示した刻印は、
Corpus Inscriptionum Latinarum (= CIL) 
X
V, 1665, 3, 4; 1669, 7
である。
︵
43︶  
Schiøler and W
ikander, “A
 R
om
an W
aterm
ill ”, p. 63.
︵
44︶  
ibid., p. 63.
︵
45︶  
C
f. 史料の年代については、
N
. G
. L. H
am
m
ond and H
. H
. 
Sculland, OCD
, (2th ed.), (O
xford, 1970), p. 772
は四世紀、
H
ornblow
er and Spaw
forth, OCD
, (4th ed.), p. 1070
は年代につ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
記
し
つ
つ、
五
世
紀
半
ば
頃
を
史
料の年代として採用している。
︵
46︶  
Palladius, Opus agriculturae, 1, 41 (42): “ Si aquae copia est, 
fusuras balnearum debent pistrina suscipere, ut ibi formatis 
aquariis molis sine animalium vel hominum labore frumenta 
frangantur. ” C
f. Schiøler and W
ikander , “A
 R
om
an W
aterm
ill ”, p. 
63, n. 34. ﹁もし水の潤沢な供給があるならば、浴場の製粉施
設
は
排
水
さ
れ
る
こ
と
に
な
る︹
水
を
aquas ︵
補
い
︶︺
取
り
込
む
べ
き
で
あ
る。
そ
う
す
れ
ば、
そ
こ
で
温
水
を
用
い
た
石
臼
に
よ
っ
て家畜と人間の苦役なしに穀物が砕かれる﹂
。
︵
47︶  
A
. W
. Van B
uren and G
. P. Stevens, “The A
qua Traiana and the 
M
ills on the Janiculum
”, M
emoirs of the American Academy in 
Rome (= M
AAR ), vol.1, (1915-1916), pp. 59-61. A
. W
. Van B
uren 
and G
. P. Stevens, “The A
qua A
lsietina on the Janiculum
”, M
AAR, 
vol. 6, (1927), pp. 137-146. A
. W
. Van B
uren and G
. P. Steve ns, 
“A
ntiquities of the Janiculum
”, M
AAR, vol. 11, (1933), pp. 69-
古代ローマ帝政期の水力用の製粉施設（反田）
九三
79. M
. B
ell III, “A
n Im
perial Flour M
ill on the Janiculum
”, in: La 
ravitaillement en blé de rome et des centres urbains des débuts 
de la Répubulique jusqu’au Haut Empire, Actes du colloque 
international de Naples ( 1991), (N
aples-R
om
e, 1994), pp. 73-89. 
A
. I. W
ilson, “The W
ater-M
ills on the Janiculum
”, M
AAR, vol. 45, 
(2000), pp. 219-246.
︵
48︶  
B
ell, “A
n Im
perial Flour M
ill ”, pp. 81-82; 85. C
f. W
ilson, “on 
the Janiculum
”, p. 224.
︵
49︶  
W
ilson, “on the Janiculum
”, p. 223.
︵
50︶  
B
ell, “A
n Im
perial Flour M
ill ”, p. 81. ウィルソンはベルが
復元した製粉機の寸法を採用している。
C
f. W
ilson, “on the 
Janiculum
”, p. 223.
︵
51︶  
W
ilson, “on the Janiculum
”, p. 224.
︵
52︶  
Frontinus, De Aquis Urbis Romae, 1, 4: “N
unc autem
 in urbem
 
inﬂuunt aqua A
ppia, A
nio Vetus, M
arcia, Tepula, Iulia, V
irgo, 
A
lsietina quae eadem
 vocatur A
ugusta, C
laudia, A
nio N
ovus. ” ﹁ま
た
現
在
市
内
に
は、
ア
ッ
ピ
ア
水
道、
旧
ア
ニ
オ
水
道、
マ
ル
キ
ア
水道、
テプラ水道、
ユリア水道、
ウィルゴ水道、
アルシエティ
ナ
水
道
―
そ
れ
は
ア
ウ
グ
ス
タ
水
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
―、
ク
ラ
ウ
ディア 新アニオ水道が流れている﹂
。
 C
. B
ruun, “W
ater 
supply, drainage and w
aterm
ills ”, in: The Cambridge Companion 
to Ancient Rome, (ed. by P. Erdkam
o), (C
am
bridge, 2013), pp. 
297-314, esp. p. 
298
に
よ
れ
ば、
旧
ア
ニ
オ
水
道
は
前
二
七
二
～
二
六
九
年
に、
マ
ル
キ
ア
水
道
は
前
一
四
四
～
一
四
〇
年
に、
テ
プ
ラ
水
道
は
前
一
二
六
～
一
二
五
年
に、
ユ
リ
ア
水
道
は
前
三
三︵
も
し
く
は
前
四
〇
︶
年
に
ヴ
ィ
ル
ゴ
水
道
は
前
一
九
年
に、
ア
ル
シ
エ
テ
ィ
ナ
水
道
は
前
二
年
に、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
水
道
と
新
ア
ニ
オ
水
道
は五二年に、トラヤナ水道は一〇九年に敷設された。
︵
53︶  
W
ilson, “on the Janiculum
”, pp. 221-222.
︵
54︶  
B
ell, “A
n Im
perial Flour M
ill ”, p. 83, n. 35. ベルは、年代決
定
に
用
い
た
土
器
を
ヘ
イ
ズ
H
ayes
編
年
の
赤
色
研
磨
土
器
A
frican 
R
ed Slip W
are ︵
=A
R
SW
︶の三一型式
Form
 31
に同定している。
この型式の土器につ
いては、
J. W
. H
ayes, Late Roman Pottery, 
(London, 1972), pp. 52-54
参照。
︵
55︶  
W
ilson, “on the Janiculum
”, p. 227.
︵
56︶  
Procop., ὑ
π
ὲρ
 τῶ
ν π
ο
λέμ
ω
ν λό
γ
ο
ς, 5, 19, 8-9: “τούτου τε 
ἀντικρὺ 
τοῦ 
χώ
ρου, 
ἐκτὸς 
τοῦ 
Τ
ιβέριδος, 
λόφ
ον 
τινὰ 
μέγαν 
ξυμβαίνει 
εἶναι, 
ἔνθα 
δὴ 
οἱ 
τῆς 
πόλεω
ς 
μύλω
νες 
ἐκ 
παλαιοῦ 
πάντες πεποίηνται, ἅτε ὕδατος ἐνταῦθα πολλοῦ διὰ μὲν ὀχετοῦ 
ἀγομένου ἐς τὴν τοῦ λόφ
ου ὑπερβολήν, ἐς τὸ κάταντες δὲ ξὺν 
ῥύμῃ μεγάλῃ ἐνθένδε ἰόντος.  διὸ dὴ οἱ πάλαι Ῥ
ω
μαῖοι τόν τε 
λόφ
ον καὶ τὴν κατ’ αὐτὸν τοῦ ποταμοῦ ὄχθην τείχει περιβαλεῖν 
ἔγνω
σαν, ὡ
ς μήποτε τοῖς πολεμίοις δυνατὰ εἴη τούς τε μύλω
νας 
διαφ
θεῖραι καὶ τὸν ποταμὸν διαβᾶσιν εὐπετῶ
ς τῷ
 τῆς πόλεω
ς 
περιβόλῳ
 ἐπιβουλευειν.” C
f. B
loch, “A
vènem
ent et conquêtes”, 
pp. 538-563
は、この記述には一切言及していない。
︵
57︶  
W
ilson, “on the Janiculum
”, pp. 238-239, nn. 41-45; p. 240, ﬁg. 
17. A
. I. W
ilson, “M
achines, Pow
er and the A
ncient Econom
y ”, 
法政史学
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The Journal of Roman Studies (= JRS), vol. 92, (2002), pp. 1-32, 
esp. p. 13, n. 75
によれば、一カ所は現在スペイン大使館と
ス
ペ
イ
ン・
ア
カ
デ
ミ
ー
が
位
置
す
る
場
所
に、
も
う
一
カ
所
は
現
ス
パ
ー
ダ
荘
V
illa Spada
の
地
下
の
水
路
沿
い
に
水
力
用
の
製
粉
施
設
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る。
ど
ち
ら
も
ヤ
ニ
ク
ル
ム
丘
の
急
峻
な
斜
面
上
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら、
地
形
の
高
低
差
を
利
用
し
て
上
射
式
の
製
粉
機
が
設
置
さ
れ
た
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
考
え
て
い
る。
丘
の
頂
に
位
置
す
る
メ
デ
ィ
チ
通
り
の
製
粉
施
設
は
下
射
式
で
あ
る
が、
下
射
式
よ
り
も
上
射
式
の
方
が
生
み
出
さ
れ
る
動
力
は
大
き
く、
ま
た
急
峻
な
斜
面
と
い
う
地
の
利
を
活
か
す
な
ら
ば、
上
射
式
の
方
が
効率的である。
︵
58︶  
B
ell, “A
n Im
perial Flour M
ill ”, pp. 83-84, esp. p. 84, ﬁg. 12.
︵
59︶  
W
ilson, “on the Janiculum
”, p. 229, n. 19.
︵
60︶  
B
ell, “A
n Im
perial Flour M
ill ”, p. 84.
︵
61︶  
W
ilson, “on the Janiculum
”, p. 229.
︵
62︶  
ibid., pp. 229-232.
︵
63︶  
ibid., p. 232.
︵
64︶  
ibid., pp. 232-233.
︵
65︶  
ibid., p. 233, n. 22. ウィルソンは、
﹃戦史﹄第五巻第九章第
十
節
～
第
五
巻
第
十
章
第
二
九
節
の
水
道
に
置
か
れ
た
石
が
武
装
し
た
兵
の
通
行
を
妨
げ
る
と
い
う
記
述
を
引
き
合
い
に
出
し
て、
自
ら
の
解
釈
を
補
強
し
よ
う
と
し
て
い
る。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は、
οἰκοδομίᾳ 
を﹁建築材で
w
ith m
asonry ﹂と英訳している。
︵
66︶  
Procop., ὑ
π
ὲρ
 τῶ
ν π
ο
λέμ
ω
ν λό
γ
ο
ς, 5, 19, 18-19: “τὰς δὲ 
λειπομένας τῶ
ν πεζικῶ
ν καταλόγω
ν τοὺς ἄρχοντας διαφ
υλάσσειν 
ἐκέλευε. τῶ
ν τε ὀχετῶ
ν ἕκαστον ὡ
ς ἀσφ
αλέστατα οἰκοδομίᾳ ἐπὶ 
πλεῖστον 
κατέλαβε, 
μή 
τις 
ἔξω
θεν 
κακουργήσω
ν 
ένταῦθα 
ἴοι.  
Ἐ
πεὶ δὲ τῶ
ν ὀχετῶ
ν, καθάπερ μοι εἴρηται, διαιρεθέντω
ν οὐκέτι 
τὰς μύλας τὸ ὕδω
ρ ἐνήργει, ζῴ
οις τέ τισιν ἐργάζεσθαι αὐτὰς 
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